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　　　　　Prologue




　それは終戦であり、敗戦だった。

　九月一日。二学期最初の日。

　モブ子こと俺の挑戦は、終わった。

　秋あき兎とが宣言したのだ。

　桜さくら子こ先せん輩ぱいと恋人関係になったことを。

　秋兎のほうから先輩に愛を告白し、先輩がそれを受け入れたことを。

　唐突な展開ではなかった。前触れはあった。

　俺がモブ子のエア告白を目もく撃げきし、彼女をヒロインにすると誓ちかった春。

　生徒会長選挙があった夏の初め。

　そして、夏。夏休み。

　桜子先輩が暴走した。

　ガングロビッチ化したとかそういう意味ではなくて、『力』が制御できなくなったのだ。

　桜子先輩の力は、ＰＫサイコキネシス──念力とか観念動力なんて呼ばれるその力は、簡単に言えば、手を使わずに物を動かせる、というものだ。

　便利そうに聞こえるかもしれないが、先輩の力は、その強さは、便利の範はん疇ちゆうを遥はるかに逸いつ脱だつしていた。

　なにせ、大型のトラックさえ軽々と持ち上げてしまうのだ。自分自身に作用させれば、空だって飛べる。

　ましてや、先輩は暴走していた。

　暴走した先輩は、普段のたおやかな先輩とは、まったくの別人だった。

　冷えた笑みを常に浮かべながらも、胸の内はマグマのように熱くドロドロした敵意に満たされていた。

　この上もなく、危険人物だった。

　街さえ滅ぼしかねないほどに。

　そんな先輩と戦った人物がいた。──秋兎だ。

　暴走した先輩を元に戻すには、意識を断ち切るしかない。

　秋兎は、異世界で身につけた魔ま法ほうを武器に、戦った。

　超能力ｖｓ魔法という、アニメすぎるバトルを目まの当あたりにするのは、初めてじゃなかった。

　一年前の夏にも、俺は同じ光景を目撃していた。

　力の強さで勝まさっているのは、先輩のほうだった。秋兎の魔法は、こっちの世界じゃ弱くなっちまうらしいからな。

　前回も、そして今回も。

　無傷じゃなかった。前回は死んでもおかしくなかったほどの大おお怪け我がをしたし、今回だって決して軽い怪我じゃなかった。

　秋あき兎とが女の子のために命を賭かけるのは、珍しいことじゃない。

　ただ、今回、いつもと違っていたのは、秋兎が自分以外の命を賭けたことだった。

　誰の命を賭けたのかといえば、モブ子この命を、秋兎は賭けたのだった。

　具体的には、モブ子を囮おとりにした。

　先せん輩ぱいの、マグマのような敵意の対象は、モブ子だった。

　そして、モブ子が先輩の敵意の対象になった理由は、嫉しつ妬とだった。

　先輩は、モブ子に嫉妬していた。

　桜さくら子こ先輩ともあろう人が、モブ子のどこに嫉妬したのか。

　容姿でも成績でも、ついでに胸のサイズでも、あらゆる要素に於おいて先輩が圧倒的に勝まさっている。

　モブ子が先輩に嫉妬するならともかく、先輩がモブ子に嫉妬するなんてありえないことのように思える。

　でも、人が人に嫉妬する理由なんて、本当に様々で。

　先輩がモブ子に嫉妬した理由は、モブ子の『普通さ』だった。

　先輩は、自分の力を、ひいては力を持つ自分自身を、好いてはいなかった。

『普通』になりたかったのだ。先輩は。

　先輩にとって、モブ子は『普通』の象徴だった。容姿も普通、成績も普通、普通に恋をして、普通に失恋して──。そんな、何もかもが普通なモブ子が、先輩には眩まぶしくてたまらなかったのだ。

　先輩が、いつからモブ子に嫉妬していたのかはわからない。ただそれは、夏休みに閾いき値ちを超え、先輩を暴走させた。

　今回、暴走のトリガーとなったのは、嫉妬だった。

　一年前は、部活内でのトラブルだった。

　俺も前回に関しては全容を把握しているわけじゃないので、詳細を語ることはできないが──当時、美術部に所属していた先輩は、部内で起きた諍いさかいに強いストレスを感じて、自己の制御を失った。

　厄やつ介かいなことに、先輩の力は、一年前よりも増大していた。

　モブ子を囮にする作戦を提案した秋兎に、俺は怒った。

　当然、その作戦には反対したし、十年来の親友を、初めて殴った。

　秋兎なら、俺のパンチを避よけるなんて造ぞう作さもなかっただろう。でも、あいつは避けなかった。俺に何度も殴られながら、「先輩を助けるためには、もう他に方法はないんだ！」と譲ゆずらなかった。

　結局、作戦は実行された。

　モブ子こ自身が、囮おとりになることを了承したからだ。

　俺の再三の制止も聞き入れず、モブ子は、秋あき兎とと先せん輩ぱいのために命を張った。

　おかげで先輩は救われたが、俺は生きた心地ここちがしなかった。

　秋兎が、なぜ今回、自分以外の命さえ危険に晒さらすような真似まねをしたのかといえば、それは、桜さくら子こ先輩が、秋兎にとって特別な人だったからだ。

　秋兎が、先輩を愛していたからだ。

「うん、そうだよ。僕は先輩が好きなんだ。友達としてじゃない。一人の女性として、愛しているんだ」

　意識のない桜子先輩を抱えて、あいつはそう言った。

　額ひたいから血を流しながら、それでもあいつの表情は晴れやかだった。

　モブ子と俺の挑戦は、実質、あの日──八月十五日の夜に、終わっていたのだ。

　終戦記念日と同日とは、とんだ皮肉だった。

　あれから、半月。

　覚悟を決める時間としては十分だ。

　覚悟は、だから、できていた。

　俺も、きっと、モブ子も。

　秋兎の交際宣言を聞いても、驚おどろきはしなかった。

　驚きはなかったが、絶望はあった。

　少なくとも俺は、足場が崩くずれ落ちて、寄よる辺べがなくなって、底知れない真っ暗な闇やみに吸い込まれていくような感覚を味わった。

　覚悟は、役に立たなかった。

　俺は、その場では何も言えなかった。秋兎の宣言を聞いて、「そうか」とは言ったが、それだけだ。

　あいつは──。

　モブ子は、笑っていた。

「おめでとう、渡わた会らいくん」

　そう言って、控えめな拍手を添えて、秋兎を祝福していた。

　秋兎が、モブ子と俺に絶望を告げたその場所は、インコ部の部室だった。

　秋兎がいて、モブ子がいて、俺がいて、ちえりがいて、鶴つる木ぎがいて、部員ではないが天あも羽う詩しい歌かもいた。マリちゃんと桜子先輩はいなかった。

　顧こ問もんのマリちゃんがいないのはいつものことだし、桜子先輩は入院していた。

「それじゃあ、僕、桜のお見み舞まいに行くから」

　桜さくら。

　桜のお見み舞まい。

　体感的には夏の終わりであり、暦こよみの上ではとっくに秋を迎えているこの時期に、一体どこに桜の花が咲いているのだろう？　と心の内ですっとぼけてみても空むなしいばかりで。

　秋あき兎との言う『桜』が、桜の花ではなく、桜子先せん輩ぱいの愛称──それも、友達以上に親しい間柄……具体的には、恋人だけに許された呼び方であることは明白で。

　なぜ、秋兎がこの場でなんのてらいもなく桜子先輩を『桜』と呼んだのかといえば、それはもう、この場にいる女子たちに対するだめ押しの宣告に外ほかならない。

「僕のことは、もう諦あきらめてください」と。

　秋兎は、そう言っているのだ。

　その意図は、モブ子こも理解できていたはずで。

　それでも、あいつは笑っていた。

　笑って、いたんだ。
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　残暑が厳きびしい。

　毎年この時期に聞く言葉を、今年はまだ一度も聞いていない。

　つまり、今年の残暑は厳しくなかった。九月に入ったばかりだってのに、季節はもうすっかり秋めいていた。

　窓から吹き込んでくる風は、涼しいを通り越して肌寒いほどだった。

　暑いのが好きってわけじゃない。でも、残暑はもっと厳しくてよかった。

　熱を失った心に、この冷たい風は、凍しみた。

　俺は身震いしつつ、教室を見回した。

　見慣れた、２─Ｃの授業風景。

　五限目ということもあって、教室内の空気は気け怠だるげだ。堂々と居眠りをしている奴やつも一人や二人じゃない。……が、彼らが教師から注意を受けることはない。

　なぜなら、生徒よりも前に、教師が居眠りをしているからだ。

　居眠りなんて可か愛わいいもんじゃない。教卓に持参した枕まくらを置いてそこに突っ伏し、ガーガーといびきをたてている。あれはもう完全な睡眠──爆ばく睡すいだった。

　授業中に爆睡が許される教師なんて、マリちゃん以外にはいない。いてもらっては困る。

　マリちゃんにしたって別に許されているわけではないだろうが、誰も彼女を罰することはできない──彼女に楯たて突つける気概のある人間は明みよう神じん学園には一人もいないのだから、仕方がない。

　黒板には、マリちゃんが書いたデカく荒々しい『自』の一文字。本来ならばその隣となりに『習』の字が書かれているべきところだが、マリちゃんのことだ。途中で面倒くさくなったんだろう。いつものことだ。

　マリちゃんも含めて、２─Ｃの風景は、いつもどおり。……ただ一点、秋あき兎との姿がないことを除いては。

　秋兎の姿はなくても、この日の２─Ｃに欠席はなかった。

　別に秋兎が透明人間化しているとか、そういうことじゃない。

　その気になったら透明人間にだってなれそうな奴ではあるが、そういうことじゃない。

　間違いなく、２─Ｃに秋兎はいない。いるはずがないのだ。

　あいつはもう、２─Ｃの生徒ではないのだから。それ以前に明神学園の生徒ですらない。

　秋兎は、明神学園を辞めてしまった。桜さくら子こ先せん輩ぱいと一緒に。

　秋兎は今、アメリカにいる。桜子先輩と一緒に。

　アメリカ在住の……名前は忘れたが、超能力研究の第一人者の許もとに、身を寄せている。

　理由はもちろん、桜子先輩のためだ。

　先輩が抱えた問題は、根本的には何も解決してはいない。

　先輩の力は健在で、同じようなことはきっとまた起こるだろう。

　今回の件で、先輩は自分の力と真正面から向き合う決意をした。これまでだって、先輩は力を制御するための努力はしていた。秋あき兎とに支えられて。でも、その努力は実らなかった。

　先せん輩ぱいの、自分自身に対する失望と絶望は計り知れない。実際、先輩は自分の力で、自みずからの命を絶とうとさえしたのだ。もちろん、それは秋兎が止めた。

　そして、先輩は日本を離れた。今度こそ、力をコントロールできるようになるために。

　秋兎は、そんな先輩を傍そばで支える決心をした。

　秋兎を先輩に寄り添わせているのは、同情だろうか？

　同情も、もちろんあるだろう。けど、それだけじゃない。

　秋兎は、先輩をたしかに愛しているのだ。

　秋兎がこれまで関わってきた女の子の中には、先輩以上に過酷な境遇に置かれていた子も、一人ならず、いた。

　秋兎は彼女たちの力になってはきたけれど、彼女たちの抱えている問題を、一から十まで解決できたわけじゃない。

　そして、今、秋兎は彼女たちの傍にはいない。

　秋兎が今傍にいるのは、傍にいることを選択した相手は、桜さくら子こ先輩だ。

　人が、同情ではなく、今ある日常を捨ててまで誰かに寄り添いたいと思える気持ちは、それはもう愛情以外の何物でもないだろう。

　秋兎は自らの愛に従って、先輩と共に行ったのだ。

　心配は、していない。

　先輩が身を寄せることになったアメリカ人の研究者は、世界は狭いというか多分にご都合主義的ではあるが、マリちゃんの友人で、信頼できる人物らしい。マリちゃんと友情を成立させている人物を、果たして信頼していいのかという問題もあるが、秋兎がいる。

　あいつなら、何があっても、必ずなんとかする。

　だから、先輩は大丈夫だ。

（しかし……）

　２─Ｃの風景に、秋兎の姿はない。

　俺は、あいつを世界の中心だと思っていた。

　世界があって秋兎が存在しているのではなく、秋兎のために世界があるのだとさえ思っていた。

　が、秋兎がいなくなっても、世界は当たり前のように存在している。

　俺には、秋兎がいなくなっても日常が当たり前に続いているという事実が、意外に思えて仕方がなかった。

　俺は鶴つる木ぎを見た。

　鶴木は、背筋をまっすぐに伸ばし、机の上に広げた教科書とノートに向き合っていた。──真面目まじめに、自習していた。

　いつもどおりだ。いつだって、鶴つる木ぎの背筋はまっすぐに伸びている。それは授業中でも変わらない。たとえ、教師のサボタージュによる自習授業であってもだ。

　鶴木は、今、どんな気持ちでいるのだろう。

　鶴木は、秋あき兎とと桜さくら子こ先せん輩ぱいを祝福していた。祝福しつつ、ふたりが日本に帰ってくるまでに、この国を重婚が可能な国に変えておくと宣言していた。

　果たしてそれが本気なのか、ただの冗談なのか、冗談に見せかけた──言葉は悪いが、負け惜しみなのかは、わからない。

　生徒会長選挙の一件で、鶴木だって、胸の内に叶かなわない想おもいを抱えて生きる普通の人間だと思い知った。鶴木美み汐しおは決して完かん璧ぺき超人なんかじゃない。

　それでも、人間としての質とかレベルで俺より遥はるか高みにいる奴やつであることに変わりはなく、鶴木の心情を推おし量はかることは、俺には難むずかしい。

　俺は視線をちえりに移した。

　ちえりは、机に突っ伏して──寝ていた。

　それもまあ、いつもどおりの光景ではある。

（ちえり……）

　秋兎がいなくなって一番傷ついているのは、外の誰でもなく、ちえりだろう。

　秋兎とちえりは家が隣となり同士で誕生日が近くて、物心つく前どころか、生まれた時からの幼なじみだったんだ。

　ちえりの人生には、秋兎が、深く──それこそ根っこの部分にまで食い込んでいる。

　ちえりは今、自分の根っこをごっそり抉えぐり取られたような痛みと喪失感に苛さいなまれているはずだ。

「がんばってね、秋くん。先輩のこと泣かせたら、ダメだよっ」

　そんな言葉で、ちえりは秋兎を送り出した。

　秋兎が先輩と共に日本を発たった日、ちえりは終始笑顔だった。

　あの日だけじゃない。秋兎が去ってからこっち、ちえりは笑顔を絶やしていない。

　俺には、それが余計に痛々しい。

　いっそ泣きじゃくってくれれば……とも思うが、ちえりが悲しみを露あらわにしたところで、俺に何ができる？

　ちえりを見ていられなくなって、俺は視線を、今度はモブ子こに向けた。

　目が合った。

　モブ子は小さく手を振り、斜め前の席を──ちえりを、指さした。

　それから、その手を拳こぶしの形にして、表情に力を込めた。

　モブ子が何と言っているのかは、わかった。

『がんばれ』

　モブ子こは、俺にそう言っているのだ。

　モブ子は、俺を応援しているのだ。

　俺は再びちえりを見た。

　そう──。

　この状況は、俺にとってはチャンスなんだ。

　モブ子が秋あき兎ととくっついてくれれば、俺にもちえりの彼氏になれる可能性が出てくる……。

　俺がモブ子の片かた想おもいを応援しているのには、そんな理由もあったはずだ。

　秋兎が選んだのはモブ子じゃなく先せん輩ぱいだったが、俺にとってチャンスであることに変わりはない。

　なのに、なぜだろう。

　この状況を、俺はこれっぽっちも喜べていなかった。

（なぜもくそも、あるか）

　モブ子が傷ついて。ちえりも傷ついて。

　嬉うれしいはずが、ない。

（モブ子……）

　秋兎が桜さくら子こ先輩と共に日本を発たった──秋兎が俺たちの前からいなくなった翌日、モブ子は俺を呼び出し、言った。

「今度は、私が春はる馬まくんの恋を応援する番だね！」

　と。

　モブ子の目は、痛々しいほどに腫はれていた。

　一体、どれだけの涙を流したのだろう。

　泣きじゃくるモブ子の姿を思い浮かべただけで、俺の胸はどうしようもなく痛んだ。

　そんな、泣きじゃくる姿が容易に想像できてしまうモブ子の泣き腫らした目を、俺は見ていられなかった。

　顔を背そむけて、「無理すんなよ」としか言えなかった。

　モブ子は、でも、引き下がってはくれなかった。

「春馬くんは、幸せにならなきゃダメだよっ」

「おまえは──！」

　反射的に怒ど鳴なりそうになって、俺は歯を食いしばった。

　俺は、どんな言葉をモブ子にぶつけようとしたのだろう。

　大きなお世話だ、か。俺のことなんてどうでもいいだろ、か。

　どちらにしろ、俺の恋を応援してくれようとしているモブ子の気持ちを、踏ふみにじるような言葉であることに違いはない。

　俺とモブ子の関係は、俺がモブ子の恋を応援し、モブ子が俺の恋を応援する、協力──あるいは共犯関係だった。

　だけど、モブ子この恋は、もう決定的に終わってしまった。

　モブ子が俺の恋を応援することはできても、俺はもう、モブ子の恋を応援できない。

　俺はもう、モブ子に何もしてやれない。

　その事実に、俺は打ちのめされた。

「無理すんなって、言ってるだろ！」

　結局、俺は怒ど鳴なってしまって、きょとんと立ち尽くすモブ子を一人残して、その場を去った。

　あの日以来、俺はモブ子と口を利きいていなかった。

　俺のほうから、モブ子を避さけていた。

　久しぶりに目が合ったが、モブ子はあくまでも俺の恋を応援するつもりらしい。

　俺は……どうすりゃいいんだよ。




「春はる馬まくん」

　モブ子に声をかけられたのは、その日の放課後だった。

　場所は教室でも部室でもない。旧校舎の裏──俺がモブ子のエア告白を目もく撃げきした、あの場所だ。

「やっぱり、ここにいたんだ」

「……好きなんだよ、ここが」

　噓うそってわけじゃないが、ここを訪れるのはずいぶん久しぶりだった。

　インコ部を立ち上げて以来、放課後はたいてい部室だったからな……。

　そのインコ部も、廃部になっちまったがな。

　秋あき兎とと桜さくら子こ先せん輩ぱいが退学して、インコ部は部として最低限必要な部員数を割ってしまった。

　それだけなら、同好会として続けるって手もあったし、天あも羽うに形だけでも部員になってもらえば部として存続させることだってできただろうが、肝心のインコがいないのではどうしようもない。

　インコ部の主役ともいえる二羽のインコ──ルリとベニの本来の飼い主を、覚えているだろうか。

　マリちゃんの叔母おばさんだ。

　その本来の飼い主が、先月末に長期の海外旅行から無事に帰国を果たし、インコ部は存在理由……より正確に言えば、存在するための大義名分を失ったのだった。

「私も好きだよ、ここ。人ひと気けがなくて、静かで……」

「じめじめして、寒いけどな」

　そうだね、とモブ子は苦笑交じりに頷うなずいた。

「ここも、もうじきなくなっちゃうんだね」

「ああ……」

　旧校舎は秋で取り壊こわされることが決まっていた。そして、今は九月。遠からず、解体工事が始まるだろう。

　……何もかもが、なくなっていく。

　俺がこの場所でモブ子このエア告白を目もく撃げきしてから始まったあの挑戦の日々が、遠く感じる。まるで夢か妄想だったみたいに。

「春はる馬まくん」

　モブ子が俺の名前を呼んだ。

「……なんだよ」

　俺は返事をしつつ顔を背そむけたが、モブ子は逃がすまいとばかりに回り込んできて、言った。

「今度の土曜日、私とデートしよ？」

「はぁ!?」

「私とデートするの、嫌いや？」

　手を腰の後ろで組んで、身体からだをくの字気味に傾かたむけて、さらに小首も傾かしげて──そんな、マンガやらアニメでよく見る立ち仕草で、モブ子はそう問うてきた。

　俺は返答に窮きゆうした。

　どうなんだ？

　俺はモブ子とデートしたくないのか？

　いや、したいとかしたくない以前に、モブ子とデートなんて想像したこともなかったぞ。

「……っ」

　言葉が出ない俺の顔を、モブ子がじっと見つめている。

　改めて、自問する。

　俺は、南みな代しろ春馬は、モブ子こと森もり崎さき由ゆ布う子ことデートしたいのか、したくないのか。

（……別に、したくないってことはない）

　それが、俺の中で出た答えだった。

　我ながら煮え切らない答えだが、少なくとも、Ｎｏじゃない。

「嫌……じゃない」

　やっと出た俺の言葉に、返答に、モブ子はパッと顔を明るくした。

「よかった」

「でも、なんだって急にデートなんて」

「んー……たいした理由はないよ。ただちょっと、気分転換に付き合ってほしいなーって」

「ああ」

　なんだ。そういうことか。

　デートなんて言うから身構えちまったが、気分転換に遊びに行こうってんなら、わかる。

「いいぜ。気分転換、大いに賛成だ。で、どこへ行く？」

「マリンピアなんてどうかな」

　それは、隣となり町まちに新しく……といっても、もう二年だか三年だか前だが……にできた、アウトレットモールの名称だった。

「マリンピア……ってことは、買い物か」

「うん。どう？」

「いいんじゃないか。俺、あそこ、けっこー好きだぜ」

　モブ子こはまた「よかった」と言って笑い、

「じゃあ、待ち合わせの時間とか、また連絡するね」

　手を振りつつ、去っていった。

　モブ子の背中を見送りながら、俺は多分、笑っていたと思う。

　モブ子が「気分転換したい」と思える程度には元気だってことがわかってホッとしたってのもあるし、なにより、デートって言葉に、なんだかんだで浮かれていたんだろう。

　本当に、俺は愚おろかだった。




　土曜日。

　隣町──といっても、ここも明みよう神じん市内ではあるのだが──の駅前で、俺はモブ子を待っていた。

　現在の時刻は一〇時四〇分。約束の一一時まではまだ二〇分もある……が、モブ子の性格からして、一〇分前には来るだろう。

　だからまあ、待つのはせいぜい一〇分……って、既すでに二〇分近くも待ってるんだけどな。

　早く来すぎだろ、俺。

　家にいてもどうにも落ち着かず、妹の小こ春はるからも「なに熊くまみたいにウロウロしてんのよ。しかも微妙におめかししちゃって。デートってわけでもあるまいし」なんて言われてしまった。

「残念だったな、バカ妹！　俺様はこれからデートなんだよ！」とでも言い返してやりたかったが、相手がモブ子じゃな……。

　それに、一緒に買い物するだけだしな。

　デートじゃない。

　とはいえ、男女がふたりでモールで買い物って、端はたから見ればデート以外の何物でもないよな……。

『デート』という単語が脳裏をよぎる度たびに、じっとしていられなくなっていく。

　俺は近くの書店で一〇分ほど雑誌を立ち読みして、待ち合わせの場所に戻った。

　モブ子の姿は、まだなかった。

　それからさらに一〇分が経たち、約束の時間になっても、モブ子は現れなかった。

　ちなみにこの一〇分間、俺が何をしていたのかといえば、ただひたすらにモブ子こが出てくるはずの改札を見ていたのだった。

（遅刻……か？）

　時間ぴったりまでに現れなかったというだけで、遅刻と断ずるには早い感じではあったが、モブ子は時間にルーズな奴やつじゃない。遅れるなら遅れるで、連絡してくるだろう。

　だから、心配になってしまった。

　ヒロインが交通事故で死ぬとか何年も昏こん睡すい状態とか、ギャルゲーじゃよくあるからな……。

　まあ、あいつはそもそもヒロインじゃないし、主人公であるところの秋あき兎とはエンディングを迎えちまったからな。

　今更ギャルゲ的な展開なんて、そうそう起こりはしないんだろうが……。

　それでも、心配なものは心配だ。

　俺はモブ子にメールするべく尻しりポケットからケータイを取り出そうとして、

「春はるくん？」

　声をかけられた。

　俺は尻ポケットに手をやった格好のまま声の主を見た。

　ちえりだった。

「ちえり？　いつからいたんだ？」

「今、そこの改札から出てきたんだよ」

「マジか。ずっと見てたけど、気づかなかったぞ」

「目の前を、おっきなおじさんが歩いてたから」

「あー……なるほどな」

　ちえりの背丈は、小学生に毛が生えたか生えてないかってぐらいだからな。デカイ奴に目の前に立たれたら、すっかり隠されちまう。

「春くん、小学生に毛が生えたとか生えてないとか、いけないこと考えてたでしょー？　おまわりさん呼んじゃうよ？」

「考えてねーよ！」

　エスパーか。

　いや考えてはいたけどさ、断じてそんな、事案発生的な意味じゃないからな！

「……ってか、なんでちえりがここにいるんだよ」

「私？　私は、マリンピアに行くんだよ」

「マリンピア？　奇遇だな、俺もだ」

「春くんも？」

「ああ。俺はモ──」

　俺は言葉を止めた。

　モブ子ことふたりで遊びに行こうってことを、俺はここでちえりに話してしまっていいのだろうか。それで、ちえりにどう思われるだろうか。

「も？」

「も……桃が食べたい」

　ちえりは「あはは」と明るく笑った。

「桃、美味おいしいよねー。私も大好き。にゃ」

「にゃ？」

「ケータイが」

　答えながら、ちえりはポーチからケータイを取り出した。メールの着信を示すランプが点灯していた。

　ちえりはメールを読み、眉まゆ根ねを寄せた。そして、出た一言が、「ありゃ」。

「どうかしたのか？」

「マリンピア、ゆんちゃんと行くはずだったんだけど、急な用事で行けなくなっちゃったって」

「はぇ？」と俺は間抜けな声を出していた。

　ちえりが、モブ子と？

　尻しりポケットにやったままの手が、震えを感知した。

　俺はケータイを取り出し、見た。

　モブ子からのメールだった。

『ごめんなさい。急な用事で行けなくなりました。ちえりちゃんとふたりで、私の分まで楽しんできてください。がんばってね』

　メールを読み終えた俺は、ケータイを尻ポケットに戻し、その手でこめかみを押さえた。

（そうか。そういうことか……）

　モブ子は、どうやら本気で俺の恋を応援するつもりらしい。

（つまらない真似まねしやがって……）

　モブ子の計はからいに対して、俺の胸に湧わき上がってきた感情は、怒りだった。

（何にもわかってねーよ、おまえ）

　心の中で毒づいてから、思った。

　モブ子は、何をわかっていないというのだろう。

　俺は、なぜ、怒っているのだろう。

　俺とモブ子は互いの恋を応援し合う関係だった。

　モブ子の恋は完全に終わってしまったが、俺の恋にはまだ望みがある。というか、望みが出てきた。

　モブ子が、戦友として、せめて俺には恋を叶かなえてもらいたいと思う気持ちは至し極ごく真っ当で、俺とモブ子の立場が逆だとしたら、俺だって同じことをするだろう。

　モブ子こは、間違っちゃいない。

　なのに、俺は、モブ子の計はからいに、厚意に対して、叫びたいほどの怒りを感じていた。

「春はるくん、どしたの？　怖い顔してるよ？」

「あ、ああ」

　ちえりに声をかけられて、俺はこめかみから手を下ろした。

「俺も、マリンピアに一緒に行くはずだった奴やつが、急に行けなくなったって」

「そうなんだ」

「なあ、ちえり」

　ん？　と小首を傾かしげたちえりに、俺は言った。

「俺と一緒に行かないか。マリンピア」

　俺がモブ子の思惑どおりにちえりを誘ったのは、モブ子の厚意に応こたえたかったとか、そんなんじゃない。

　どうにでもなれ的な、やけくそな気持ちだった。

　ちえりの答えは──。

　ちえりは、ふわっとやわらかく微笑ほほえんで、

「うん。行く」




　ちえりと一緒にマリンピアに来るのは、初めてじゃなかった。

　といっても、ふたりっきりってわけじゃなかったけどな。

　秋あき兎とと三人だったり、もっと大人数だったり。いずれにせよ、必ず秋兎が一緒だった。

　ここに限らず、ちえりとふたりっきりの場面なんて、これまでに数えるほどしかなかった。

　ちえりの隣となりにはいつだって秋兎がいたし、秋兎の隣にはいつだってちえりがいた。

　で、アウトレットモールで俺たちが何をしたのかといえば、小こ洒落じやれたカフェでランチして、いろんな店を見て回った。

　普通に、デートした。

　少なくとも傍はた目めには、俺とちえりはカップルとして認識されていただろう。……ちえりの身長的に、兄妹きようだいに見られた可能性もあるが。

　ちえりは、よく笑ってくれた。楽しそうだった。

　俺は……どうだったろう。けっこう笑ったつもりだが、乾いた笑いになってはいなかっただろうか。

　会話が途切れることはなかった。目を引いた服や雑貨の感想を言い合ったり、他にも流行はやりのアニメの話とか、ちえりが冬のイベントに向けて準備している衣装の話とか、小こ春はるの悪口とか、話題はいくらでもあった。小春の悪口は俺が言っていただけだが。

　ただ、秋兎の話はしなかった。秋兎の話を自分から振る勇気は俺にはなかったし、ちえりのほうから振られることもなかった。

「今日はありがと。楽しかったよ」

　別れ際ぎわに、ちえりは俺とのデートを、「楽しかった」と言ってくれた。

「春はるくんは、優しいね」

　とも言ってくれた。

　ちえりが、何を以もつて俺を優しいと評したのか、正確なところはわからない。

　もし、俺が秋あき兎との話を一いつ切さい出さなかったことに対して言ってくれたのだとしたら、それは買い被かぶりだった。

　俺は、ただ怖かっただけなんだから。

　ちえりと秋兎の話をするのは怖い。いや、相手がちえりじゃなかったとしても、秋兎の話は今はまだ、したくなかった。

　ちえりの人生に秋兎の存在が深く食い込んでいたように、秋兎は俺の人生にだってガッツリ食い込んでいたんだ。

　秋兎がいなくなって、俺だって辛つらいんだ。

　ちえりと向き合うことは、秋兎の喪失と向き合うことと同義で、俺は「楽しかった」と言ってくれたちえりに、同じ言葉を返すことはできなかった。

　俺は弱くて、ちえりは強い。

　俺よりずっと辛いはずなのに、笑えるんだから。

「ゆんちゃんは、バカだよ」

　何の言葉も返せずにいる俺に、ちえりは言った。

　いや、それは俺に向けた言葉じゃなかった。

　ちえりは俺を見てはいなかった。ちえりの目は、夕ゆう陽ひに向けて細められていた。

「ちえり？」

　俺の疑問調の呼びかけに、ちえりは寂しげな笑みを浮かべて振り返り、

「またね」

　小さく手を振り、去っていった。




「ゆんちゃんは、バカだよ」

　ちえりのその言葉の意味を、俺は家に帰ってから、ずっと考えていた。

　ちえりが、秋兎以外に対してネガティブな言葉を使うことは、滅多にない。

　モブ子この、ちえりと俺をくっつけようって意図には、ちえりは当然気づいていただろう。

　失恋した友達を新たな恋に誘ゆう導どうしようとしたモブ子は、バカなんだろうか。

（大きなお世話ってことか……）

　それなら、まあわかる。

　ただ、ちえりが最後に見せた寂しげな顔は、モブ子この計はからいを鬱うつ陶とうしがっているというより、モブ子に対してある種の哀れみを感じているように、俺には見えた。

　言葉の響ひびきも、モブ子に腹を立てているというより、哀れんでいる感じだった。

「モブ子がバカってのは、ホント、そのとおりだけどな……」

　ベッドに横たわりつつ独りごちたその時、枕まくら元もとに置いていたケータイが震えた。

　電話だった。

　ディスプレイに表示されている名前は──森もり崎さき由ゆ布う子こ。

　俺は飛び起きてケータイをつかみ、通話ボタンを押した。

「も──」

『春はる馬まくんっ！』

　俺の「もしもし」よりも早く、モブ子の切迫した声が聞こえてきた。

『ちえりちゃんを探して！』




　前にもこんなことあったな。

　あの時は、秋あき兎とが『大変なんだ！　森崎さんが──』って、電話してきたんだよな。

　今回は、モブ子と──ちえりだ。

『ちえりちゃんから電話が来て、会って話がしたいって。それで──』

　モブ子の自宅近くの公園で、ちえりは待っていた。

　時刻は午後九時を回っていた。人ひと気けのない夜の公園にモブ子を呼び出したちえりは、開口一番、こう言ったという。

「ゆんちゃんは、春くんと私が付き合えばいいって思ってるの？」

　ちえりがどんな思いでそう言ったのかといえば、そこにあった感情は、当然、怒りだろう。

　モブ子の計らいに、ちえりは怒っていたのだ。

　親友に怒りを向けられて、モブ子はしかし、怯ひるまなかった。

『覚悟はしてたんだ。ちえりちゃん、怒るかもって。でも、私はどうしても春馬くんとちえりちゃんに幸せになってほしかったの』

　自分の思いを、モブ子はちえりに伝えた。

「私は、ちえりちゃんと春馬くんに幸せになってほしいの。ふたりとも、大切な友達だから……」

　モブ子のその言葉は、ちえりに声を荒らげさせた。

「私の幸せを、ゆんちゃんが決めないで！」

　モブ子は、自分の計らいが、ちえりを本気で怒らせてしまったことを自覚した。

　これ以上言葉を返したら、いよいよちえりとの友情を、決定的に壊こわしてしまうかもしれない。そんな恐怖にかられながら、それでもモブ子は言葉を返した。

「春はる馬まくんなら、絶対にちえりちゃんを幸せにしてくれるよ！　春馬くんよりちえりちゃんを幸せにしてくれる人は、絶対にいないよ！」

　そして、モブ子こが次に放った一言が、ちえりの心の堰せきを切った。

「私は、ちえりちゃんに幸せになってほしいの！　ちえりちゃんに、新しい幸せを見つけてほしいの！　だって、渡わた会らいくんは、もういないんだから！」

　いっぱいに見開かれたちえりの大きな瞳ひとみから、ポロポロと大粒の涙が零こぼれ落ちた……らしい。

　そして、ちえりはその場を走り去ってしまった。

　モブ子は、自分がちえりを怒らせただけじゃなく、致命的に傷つけてしまったという事実に怯ひるみ、狼狽うろたえ、俺に電話してきた──というわけだ。

「すぐに行くから、そこで待ってろ！」

　俺は家を飛び出し、モブ子の許もとへと走った。

　モブ子の家には、一度だけ行ったことがあった。選挙活動をしていた時に、ポスター貼はりやらなにやらで帰りがすっかり遅くなって、送っていっただけだが。

　モブ子とちえりが会った公園の場所も、だからわかった。

　体力には自信があるほうだが、一駅分の距離を全力疾走はさすがに息が上がった。電車なりタクシーなり使えばよかったと後悔したが、そんな選択肢も思いつかないぐらいに、俺は焦あせっていたのだ。

　肩で息をしながら、俺は公園へと足を踏ふみ入れた。

　モブ子は、いた。

　ベンチに腰掛け、寒そうに肩を抱いていた。

　薄うす手でのカーディガンを羽は織おってはいたが、夜気の冷たさに、完全に負けていた。

　九月だってのに、寒すぎるんだよ、マジで。

　俺はここでも後悔した。そこで待ってろ、じゃなく、家に帰っていろと言うべきだった。てか、こんな時間に公園に女子高生一人って、危なすぎるだろ。

　俺はジャケットを脱いで、

「モブ子」

　声をかけつつ、モブ子にジャケットを掛けた。

「春馬くん」

　モブ子はうつむかせていた顔を上げて、俺を見た。

　暗がりの中でも、モブ子の顔が青ざめているのがわかった。

「なんで、ここに来たの？」

「なんでって、おまえが俺を呼んだんだろうが」

　モブ子はふるふると首を横に振った。

「私は、ちえりちゃんを探してって言ったの」

「あ……」

　たしかに、言っていた。そして、「ここに来て」とは言っていない。

　なのに、俺はここに来た。

　おそらくは、モブ子こよりも傷ついているはずのちえりよりも、モブ子を優先した。

　いや、優先もへったくれもない。あの時──モブ子からの電話を受けた時、俺の頭の中には、モブ子のところに駆かけつけるという選択肢しかなかったのだ。

「お願い、春はる馬まくん。ちえりちゃんを、探して……」

　言いながら、モブ子は俺のＴシャツの裾すそをつかんだ。

「……おまえは、大丈夫か？」

　問いつつも、答えはわかっていた。

　大丈夫なわけがなかった。

「だって、渡わた会らいくんは、もういないんだから！」

　モブ子が放ったその言葉で傷ついたのは、ちえりだけじゃない。モブ子自身だって傷ついたはずなんだ。

　でも、こいつが正直に「大丈夫じゃない」なんて答えるはずがなかった。

「私は、大丈夫だから」

　ほらな。

　全然大丈夫じゃないくせに、俺をちえりのところに向かわせるために、噓うそをつくんだ。こいつは。

　バレバレなんだよ。だって、おまえの手、ちえりを探しに行けって言いながら、俺のＴシャツの裾をしっかりつかんで放さないんだから。

「……わかった。ちえりは、俺が探す」

　俺は裾をつかむモブ子の手に、そっと手を重ねた。

　モブ子は頷うなずいて、裾を放した。

「おまえは、家に帰ってろ」

　モブ子を一人にしたくはなかった。

　けど、モブ子は俺がここにいることを望んでいない。

　望んでいて、望んでいない。

　モブ子のためにも、ちえりを見つけたかった。

　俺だって、ちえりのことは心配だ。

　今までなら、ちえりに何かあったとしても、俺が深刻に心配する必要はなかった。

　必ず、秋あき兎とがなんとかしてくれたからだ。

　その秋兎が、今はもういない。

　なら、今、ちえりを支えてやれるのは、誰だ？

　俺か？

　俺でいいのか？

　それを決めるのは、誰だ？

　ちえりか？

　それとも、俺自身なのか？

　わからない。わからないが……とにかく、放ってはおけない。

　公園を後にした俺は、走りながら、ちえりのケータイに電話した。……が、出ない。

　家にもかけてみたが、電話に出たおばさんによれば、ちえりはまだ帰っていないらしかった。

　ちえりの両親は鷹おう揚ような人たちで、こんな時間に一人娘が帰っていなくても、特に気にしていなかった。……もうちょっと心配してください。秋あき兎とはもういないんですよ？

　まあ、時間的に、ちえりが公園を飛び出してまっすぐ家に向かっていたとしても、まだ着いているかどうか微妙なところではあるが……ちえりが帰ってくれることを期待してのんびり構えるわけにはいかない。

　しかし、俺は電話しながらも走り続けていたわけだが、どこに向かってるんだ？

　俺は足を止め、深呼吸をした。

　いい加減に落ち着け。そして、考えるんだ。

　こんな時に、ちえりが行きそうな場所を。

　俺だって、ちえりとは十年来の付き合いなんだ。

　ずっと、あいつを見てきたんだ。

　思いつけるはずだ。

　どこだ？　ちえりは今どこにいる？

　……一箇所、ある。心当たりが。

　俺は息が整わないうちに、三み度たび駆け出した。




　果たしてその場所に、ちえりはいた。

　そこがどこか──の前に、俺の足取りを説明しておくと、俺はまず走って自分の町に戻り（電車より走ったほうが早かったからだ。タクシーを使うことも考えたが、財布の中には三〇〇円しか入っていなかった）、町の海っ側のほうへと向かった。

　町の海っ側には古い住宅地があって、その外れに、ボロっボロの小さな神社があった。

　汗まみれで神社にたどり着いた俺は、そのままそこを突っ切って、裏手の山の中へと入り──ちえりを見つけた。

　山の中といっても、入ってすぐのところだったから、よかった。

　あの時は、もっと奥のほうまで行っちまって、道もなにもなくなってたからな……。

　あの時ってのは、俺がこの町に越してきて間もない頃──かくれんぼと称してちえりをここに引っ張りこんで遭そう難なんした時のことだ。

（ちえり……）

　ちえりは道の端はしに座り込んで（地べたに直接だ）、抱えた膝ひざの間に顔を埋めていた。途中で転びでもしたんだろう。膝小僧がすり剝むけて血が滲にじんでいた。

　膝繫つながりで言えば、俺の膝も走りすぎでガクガクしていたが、ここでへたり込むわけにはいかない。

　深呼吸を一つ、俺はちえりに声をかけた。

「ちえり」

　ちえりは顔を上げ、虚うつろな目で俺を見た。

「春はるくん……」

「見つけたぜ」

「……どうして、ここがわかったの？」

「わかるに決まってんだろ。この場所に思い出があるのは、俺だって同じなんだぜ？」

　あの時、俺はおまえのことを好きになったんだ、と心の中で付け加える。

「寒いだろ、ここ」

「……そうだね」

　ちえりの格好は、昼間のままだった。

　ただでさえ肌寒い夜なのに、ここは場所的に空気が一段と冷たい。

　ブラウス一枚はいかにも寒々しくて、痛々しいほどだったが、俺にはもうちえりに掛けてやれる上着はなかった。

「ゆんちゃんに、言われたの。渡わた会らいくんは、もういないんだからって」

「……ああ」

「わかってるんだよ。私だって。秋あきくんがもう、私の傍そばにはいてくれないってことは。でもね……」

　ちえりは虚ろな目のまま、困ったような笑みを浮かべた。

「ゆんちゃんに言われたら、なんか、ああそうだ、秋くんはもういないんだーって、実感しちゃって……逃げ出しちゃった」

「そうか……」

「ゆんちゃんから逃げたかったんじゃないの。私は……」

「大丈夫だ。わかってる」

　ちえりが逃げ出したのは、モブ子こからじゃない。秋あき兎とがもう自分の傍にはいないという現実から、ちえりは逃げようとしたんだ。

「俺も、モブ子も、わかってる」

　ちえりがこの場所に来た理由だって、俺にはわかっていた。

「バカだよね、私。ここで待ってたら、あの時みたいに、秋あきくんが迎えに来てくれるんじゃないかって……」

　そうだよな。

　俺だって、同じ気持ちだ。

　あの時みたいに、そこらの茂みから秋あき兎とがひょっこり顔を出して手を差し伸べてくれるんじゃないかって、俺だって、心のどこかで期待している。

　そんなことはもうありえないって、わかっているのに。

「でも、迎えに来てくれたのは、春はるくんだった」

　ちえりの目が、俺を見た。

「ねえ、春くん」

　そして、ちえりは言う。

「ゆんちゃんが、言ったの。春くんなら、絶対に私を幸せにしてくれるって」

　俺に、問う。

「春くんは、私を幸せにしてくれる？」

　その問いの意味が理解できないほど、俺は脳天気じゃなかった。

　秋兎がいなくなって心にぽっかり空いた穴を、俺で埋めていいのかと。

　俺に埋められるのかと、ちえりは、そう問うているのだ。

　どうなんだ？

　俺に、できるのか？

　ちえりの心に空いた穴を埋めて、満たしてやることが、俺にできるのか？

　俺にできないのだとしたら、誰なら、ちえりの心を満たしてやれるんだ？

　俺は──。

　俺は、十年間、ちえりを見続けてきたんだ。

　ちえりが秋兎にだけ見せる、最高に幸せそうな顔を、横から見続けてきたんだ。

　ちえりにとっての秋兎の大きさを、一番理解しているのは、きっと俺だ。

　そうだ。

　俺には、資格がある。

　ちえりの心を満たす、資格がある。

　いや、あるいはそれは、俺に課せられた義務のようなものかもしれない。

「春くん……」

　ちえりが右手を俺に向けて差し出した。小さなその手は、震えていた。

　顔は、今にも泣き出しそうだった。

　思う。

　今ここで、俺が手を取らなかったら、ちえりはどうなってしまうのだろう。

　ちえりは、今、壊こわれかけている。

　そして、秋あき兎とがいなくなった悲しみを、寂しさを、共有できる俺に救いを求めている。

　そんなちえりを拒絶することなんて、俺にはできなかった。

　俺はちえりの手を取り、立ち上がらせた。

　足に力が入らないのか、ちえりは倒れ込むように俺の胸に顔を埋めた。

　今にも崩くずれ落ちそうな小さな身体からだを、俺は抱きしめ、支える。

「春はるくん」

　ちえりが顔を上げ、

「私を、助けて」

　瞼まぶたを下ろした。

　俺は両手でちえりの頰ほおを包んだ。

　涙に濡ぬれたちえりの頰は、痛いぐらいに冷たかった。

　俺は目を閉じ、ちえりの唇に、自分の唇を重ねた。

　ちえりは、唇も冷え切っていた。

　好きな女の子とのキスは、もっとあたたかいものだと思っていた。

　でも、俺がした初めてのキスは。

　十年間片かた想おもいし続けた女の子とのキスは、ただひたすらに冷たかった。

　身体も、心も、凍っていくようだった。

　これで、正しかったのだろうか。

　俺は、何かを間違えてはいないだろうか。

（正しいも間違いもあるか！）

　こうなることを、俺はずっと夢見てきたんだ。

　絶対に叶かなわないと思っていた夢が、叶ったんだ。

　モブ子このためにも、俺は幸せになるんだ。

　ちえりを、俺が幸せにするんだ。

　冷えた心に、決意という名の熱を宿して、俺は唇を離した。

　そして、目を開け──気づく。俺たちに向けられていた視線に。

「あ……」

　視線の主は、俺と目が合うと、小さな声をあげて後ずさった。

「モ……」

　モブ子だ。

　モブ子が、神社を背景に、俺とちえりを見ていた。

「ゆんちゃん……？」

　ちえりも、モブ子の存在に気づいた。

「おまえ、なんで……」

　なんで、ここにモブ子こがいるんだ？

「あっ、あの、えっと……ね」

　モブ子はひきつった顔で、視線をさまよわせて、震えた声を出した。

「ま、前に春はる馬まくんがしてくれた話を思い出したの。かくれんぼの話。それで、もしかしたら、ちえりちゃんは、ここにいるんじゃないかって思って、それで……」

　言いながら、モブ子は後ずさっていく。

「待て、モブ子」

　呼び止めても、モブ子の足は止まらない。

　モブ子自身が意識してそうしているというより、足が勝手にこの場から去ろうとしているように見えた。

「おまえ、大丈夫なのか？」

「だ、大丈夫？　だよ。私は。ぜんぜん、大丈夫」

「大丈夫じゃないだろ。だって、おまえ……」

　モブ子は、泣いていた。そして、笑っていた。

「大丈夫だよ。これは、嬉うれし涙なみだだから。私は、嬉しいの。嬉しいんだよ」

　モブ子の口振りは、まるで自分に言い聞かせているようだった。

「だから……」

　モブ子は足を止め、

「おめでとう」

　指で涙を拭ぬぐって、言った。

「モブ子！」

　モブ子がいなくなってしまう。

　そんな予感にかられて、俺は叫んだ。

「────」

　モブ子は、聞き取れないほどの小さな声である言葉を残し、走り去った。

　暗いせいで唇の動きも見て取ることはできなかったが、それでも、モブ子がなんと言ったのかはわかった。

「さようなら」

　だ。

「モブ子！」

　俺はモブ子の後を追おうとしたが、

「いかないで！」

　ちえりに止められた。

「お願い、春はるくん。いかないで……」

　ちえりは後ろから俺にしがみつき、小さな身体からだ全部で、俺をこの場に留とどめようとしていた。

「私を、一人にしないで……」

　俺はモブ子こを追うこともちえりを振り返ることもできずに、ただ立ち尽くした。
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　主人公に選ばれなかったヒロインは、どうなるのだろう。

　ギャルゲーでは、主人公に選ばれなかったヒロインが、だからといって誰か別の男とくっつくってことは、皆無じゃないにせよ、少ない。

　ユーザーが望まないからだ。

　自分を好きな女の子は、たとえ自分が選ばなかったとしても、いつまでも自分だけを好きでい続けてほしいという、男の身勝手な願望だ。

　ギャルゲーユーザーに限った話じゃない。

　自分の元カノや自分がフッた女の子が、他の男と楽しそうに歩いているのを見たら、面おも白しろくない……なんて感覚は、男なら誰だってあるだろう。

　男の、そんな身勝手な願望に忠実に応こたえてくれるギャルゲーのヒロインたちには頭が下がるが、ちえりは生きた人間だ。ギャルゲヒロインのような設定をいくつも持ってはいても、生きた人間なんだ。

　この先もずっと、秋あき兎とを想おもい続けて他の誰も好きになっちゃいけないなんてことはない。

　選ばれなかったヒロインにだって、俺みたいな脇わき役やくにだって、人生があるんだ。

　幸せになる、権利があるはずだ。

　ちえりは、俺に救いを求めた。

　俺を、逃げ道に選んでくれた。

　そして、俺はちえりを救いたいと思ったし、それは俺にしかできないことだとも思った。

　俺はちえりが好きだ。

　十年間、ずっと好きだったし、これからもずっと好きでいられる。

　俺はちえりと付き合うことにした。

　その報告を、俺はまずモブ子こにしたいと思った。

　したいというより、しなければいけないというこの感覚は、義務感に近い。

　したいかしたくないかでいえば、俺はきっと、したくないのだ。

　それは、なぜだろう。モブ子の恋が叶かなわないまま終わったのに、俺の恋だけが叶ってしまったことへの、罪悪感だろうか。

　罪悪感はある。間違いなくある。が、それが自分だけ恋が叶ったことからくるものなのかどうかは、よくわからなかった。

　俺だって、この急な展開に、頭も心も追いついちゃいないんだ。

　そもそも、モブ子には、俺とちえりがキスしているところを見られてしまっているわけで、報告も何もないのかもしれないが、ケジメだ。

　俺の決断と決心を、俺の口からモブ子に伝えたかった。

　だが、月曜日、モブ子は学校に来なかった。

　火曜日も、水曜日も。

　メールに返信はなく、電話しても繫つながらなかった。

　マリちゃんにモブ子この欠席の理由を訊きいてもみたが、

「あ？　んなこと、アタシが知るわけないだろ」とのことだった。

　いや、知っとけよ。担任なんだから。

　病欠の可能性もあるが……俺に会いたくないってことなんだろうか。

　あいつは、俺の恋を応援してくれていたはずなのに。

　俺とちえりが付き合うことを、望んでくれていたはずなのに。

　なら、俺はどうだ？

　俺は、モブ子に会いたいのか？　会いたいと、心の底から思っているのか？

　もちろん、会いたい。……が、モブ子に会えなくて、心のどこかでホッとしている俺がいるのも事実だった。

　そんな俺に報むくいが下ったのは、金曜の昼休みのことだった。

　昼休み、俺はいつものように学食へと赴おもむき、カレーそばを食った。一体、どんなメニューかといえば、カレーうどんのうどんがそばに替わっただけという、ネーミングまんまの代しろ物ものだ。

　初めて頼んだが、正直、味は微妙だった。不味まずくはないがさりとて美味うまくもない。カレーにはやっぱりそばよりもうどんのほうが合うなと思ったし、この、不味くも美味くもない感じは、前にモブ子が食わせてくれた弁当を思い出させた。

　ちえりとは、一緒に食わないのかって？

　昼は、別々だな。同性の友達が多いちえりは、たいてい誰かに誘われてるし、鶴つる木ぎと天あも羽うに強制連行的に連れていかれることもある。

　ただ、登校は一緒にしてるし、下校も、ちえりがバイトがない日は一緒に帰るし、バイトがある日はバイト先まで送ってる。

　……話を戻そう。

　学食で昼飯を済ませ、教室に戻ろうとしていた俺は、廊下である人物に後ろから呼び止められた。

「南みな代しろ」

　俺は振り返って、後悔した。

　声をかけてきたのは、マリちゃんだった。

「……なんすか？」

　なんで俺が後悔したのかといえば、マリちゃんに声をかけられた時点で、もうたいていロクなことにはならないってのが目に見えているわけだが、とりわけ今回は、マリちゃんの表情がいつになく神妙だったからだ。

　嫌いやな予感しかしなかったし、それはまんまと的中した。

「森もり崎さきが、転校した」

　な？

　ロクなもんじゃなかったろ？




　マリちゃんによれば、モブ子こは先月の終わり頃から──つまりは夏休みの間から、転校の準備を進めていたらしい。

　転校先は東京の高校で、転校の理由は母親と暮らすため──だそうだ。

　俺は、知っていた。

　モブ子が、いずれ母親と暮らすために引っ越してしまうことを。

　ただそれは、明みよう学がくを卒業した後の話──だったはずだ。

　卒業までは、モブ子はこっちにいるはずだった。

「なんでだよ！」

　俺はそう叫びたい衝しよう動どうにかられたが、「なんで」もなにもなかった。

　モブ子は、元々、引っ越しを延期していたんだ。

　本当なら、夏の前に、あいつは転校していたはずだったんだ。

　モブ子が引っ越しを延期したのは、秋あき兎とへの恋を諦あきらめないためだ。

　卒業まで、という時間制限を設もうけつつも、あいつはその中で、精一杯、秋兎を追いかけるつもりでいたんだ。

　でも、秋兎は手の届かないところに行ってしまった。

　なら、もう、モブ子が明学に、明みよう神じん市にいる理由は、ない。

　モブ子が卒業を待たずに引っ越したとしても、なんら不思議はなかった。

「クラスの連中には、帰りのＨＲホームルームで言うつもりだが……その前に、おまえに教えておこうと思ってな」

　マリちゃんは言いながら、胸ポケットからくしゃくしゃのタバコの箱を取り出し、目の前に生徒がいるってのに、一本取り出し、くわえ、火を点つけた。

「先生は、知ってた……んですよね？」

　煙を吐いて、マリちゃんは答えた。

「まあな」

「でも、今日まで教えてくれなかった」

「森もり崎さき本人に、口止めされてたんだよ」

「……なんで」

「それをアタシに訊きくな。本人に訊け」

　俺は歯は嚙がみした。

「……どうやって」

「あん？」

「どうやって、訊きけばいいんですか。あいつは、メールも電話も、全然、応じてくれないんですよ？」

　マリちゃんは、無言でタバコをくゆらせるだけ。

　俺はマリちゃんに背中を向けて、歩き出した。

　歩いて、いるはずだ。

　たしかに、足を前へ前へと動かしているはずなのに、床を踏ふむ感触が、ない。

　俺は今、どこに立っているのだろう？




　俺はちえりを探して、校内をさまよった。

　教室にはいなかった。中庭にもいなかった。

　ちえりは、生徒会室にいた。

　鶴つる木ぎと天あも羽うと一緒に、弁当を広げていた。

「春はるくん？」

「南みな代しろか。珍しいな。どうした？」

「ちょっと。昼休みの生徒会室は男子禁制よ」

　俺はちえりに、モブ子こが転校したことを伝えた。

　こっそり耳打ちしたわけじゃないから、鶴木と天羽の耳にも入ることになったが、かまわなかった。

　どのみち、同じクラスの鶴木はＨＲホームルームで知ることになるし、クラスの違う天羽も、放課後には鶴木から聞かされるだろう。

「そう……なんだ」

　ちえりの口から出た言葉は、それだけだった。

　驚おどろいてはいても、取り乱すようなことはなかった。

「なんということだ！　何も言わずに行ってしまうなんて！　水くさいぞ、心の友よ！」

　そんなふうに、声をあげて嘆なげいたのは、鶴木だった。

　天羽は、そんな鶴木の肩に触れて、

「そっかぁ。残念だな。森もり崎さきさん、せっかく仲良くなれたのに……」

　心底、残念そうに言った。

　生徒会副会長にしてクィーン・オブ・委員長の異名を取る鶴木と、その鶴木を下して生徒会長の座についた天羽が、モブ子との別れを惜しんでいる。

　これといって目立つところのない、ただの一般生徒にすぎないモブ子が、学園の大物であるふたりから、親友として、友人として、認められている。

　それは、モブ子が『戦って』得た、立派な戦果だった。

　マリちゃんだって、モブ子には一目置くようになっていた。

　モブ子このがんばりは、無意味じゃなかったんだ。

　なのに、モブ子は、何もかも全部、置いていってしまった。

「春はるくん」

　ちえりが俺の顔を見上げて、ブレザーの袖そでをつかんだ。

「大丈夫？」

　その問いに、俺は、

「大丈夫だ」

　と答えた。

　もちろん、噓うそだった。

　大丈夫なわけがなかった。

　さっきからずっと、俺は、俺という存在は、宙に浮いたままだった。

　両足でしっかりと踏ふみしめる足場を、喪失したままだった。

　次の瞬しゆん間かんにも、俺は奈な落らくの底へと落ちていってしまうかもしれない。

　だから、俺は、救いを求めた。

「ちえり」

　俺は、ちえりの手を取って力ちから任まかせに立ち上がらせ、その小さな身体からだを抱きしめた。

「おまえは、どこにも行かないでくれ」

　あの日、あの冷たい夜に、「行かないで」と俺に縋すがったちえりの気持ちが、痛いほどに理解できた。

　落ちていきそうな自分を、誰かに繫つなぎ留めてほしかった。

　あの時のちえりには俺しかいなかったし、今の俺にはちえりしかいない。

　俺たちは、どうしようもないほどにお似合いだった。

「大丈夫だよ」

　ちえりが、俺の背中をぽんぽんと優しく叩たたいて言った。

「私は、どこにも行かないから」

　その言葉が、俺に足場を与えてくれた。

「南みな代しろ!?　どういうことだ、これは」

「ちょ、ちょっと、なにやってんのよ、あんたたち」

　鶴つる木ぎと天あも羽うが驚おどろいている。

　そりゃ、そうだよな。俺とちえりが付き合い始めたことは、まだ誰にも話してないもんな。

　いい機会と割り切って、俺は、鶴木と天羽に、俺たちが付き合い始めたことを話した。

「そうか」

　鶴木は腕を組み、少しの間、考え込むように目を閉じて、俺に問うた。

「このことを、森もり崎さきは知っていたのか？」

　ゆっくりと開いた切れ長の目が、まっすぐに俺を見た。

　鶴つる木ぎの問いに、俺は頷うなずいた。

「森もり崎さきは、祝福してくれたか？」

　その問いにも、俺は頷いた。

　おめでとう、とモブ子こは言ってくれた。

　鶴木は、「そうか」と再び言い、微笑わらった。

「なら、私から言うことは何もない。……いや、あるな。おめでとう。末永く、幸せにな」

「ありがとう。末永くってのは、大げさだけどな」

「大げさなものか。椎しい名なも私にとっては大切な友人だ。生涯、大切にする覚悟のない男には任まかせられんな」

「親みたいなこと言うなよ。……でも、まあ、俺なりにがんばるよ」

　うむ、と頷いた鶴木に、「ありがとう、美み汐しおちゃん」、ちえりが声をかけ、鶴木は微笑ほほえみで応こたえた。

「私は、ちょっと意外かな」

　鶴木の隣となりで、天あも羽うが顎あご先さきに指を添えて言った。

「あんたは、森崎さんと付き合うって思ってたから」

「俺じゃ、ちえりには不釣り合いってことか？」

「そうじゃないって」

　天羽は首を振り、

「あんたケッコーいい男だし、椎名さんともお似合いだよ」

「それは、なんか……お世辞にしたって意外な高評価だな」

「あんたにお世辞を言ってどうすんのよ。話を逸そらさないで。なんであんた、森崎さんと付き合ってないの？　転校しちゃうって、わかってたから？」

「そうじゃないし、そもそもなんで俺とあいつが、付き合うとか、そんなことになるんだよ。あいつは、秋あき兎とのことが好きだったんだぞ」

「その話は聞いたよ。森崎さん、渡わた会らいくんに告白したことがあるんだってね」

　天羽は、もう秋兎のことをダーリンとは呼んでいなかった。秋兎が桜さくら子こ先せん輩ぱいとの交際を宣言して以来、渡会くん、と普通に呼ぶようになっていた。

　天羽も秋兎に好意を寄せていたはずだが、彼女なりに、秋兎への気持ちにはもうケリをつけたということなんだろう。

「森崎さんは、渡会くんのことが好きだった。でも、あんたのことも好きだったと思うよ」

「なんだよ、それ。あいつが俺のこと好きだったなんて、んなこと、あるわけないだろ」

　天羽は引かなかった。それどころか、さらに踏ふみ込んできた。

「なんで？　ってか、あんたはどう思ってたのよ。森崎さんのこと」

「どう、って……」

「森もり崎さきさんを、可か愛わいいなーとか愛いとおしいなーとか思ったこと、ない？」

「……っ」

　俺は、即座には答えられなかった。

　モブ子こを可愛いと思ったことは、何度もあった。

　モブ子は、ちえりほど可愛くもなければ、鶴つる木ぎや天あも羽うほど美人でもない。

　それでも、あいつの笑った顔は、本当に可愛かった。

　あいつに笑顔を向けられると、心がやわらかく、あたたかくなった。

　そして、その度たびに思ったんだ。この笑顔のために、がんばりたいって。

　あの気持ちが、愛おしさなんだろうか。

　モブ子のことを、俺は愛おしいと思っていたんだろうか。

「ほらね、否定できないでしょ？」

「しぃたん。あまりいじめてやるな」

　鶴木に諫いさめられた天羽は、軽く肩を竦すくめ、

「そうね。いじわるするつもりじゃなかったんだけど、ごめんなさい」

　謝あやまってきた。

「いや……」

　謝らなきゃいけないのは、俺のほうだった。謝る相手は、天羽じゃなくちえりだ。

　モブ子のことを、可愛いと思ったことはないか、愛おしいと思ったことはないか、なんて訊きかれて、俺は答えられなかった。否定できなかった。噓うそでも「ない」と答えるべきだったのに。

　俺は、ちえりが好きだ。

　その気持ちに、噓はない。

　俺はちえりの手に触れた。

　軽く、握る。

　その手を、ちえりは握り返してくれた。そして、俺を見上げ、微笑ほほえんでくれる。

　秋あき兎とに向けていた笑顔とは、違う。

　あの、心の底から幸せそうな、輝いて見えるような笑顔じゃない。

　それでも、ちえりが俺に笑いかけてくれるなら、その笑顔を、俺は、守りたいと思った。




　その日の夜、鶴木と天羽に打ち明けた流れ……というわけでもないが、妹の小こ春はるにも、俺とちえりが付き合い始めたことを、報告した。

「えーっ、なにそれ、ちぃちゃんかわいそう」

　俺が話している間、こちらを見もせず、ケータイをいじっていた小春は、話を終えて部屋を出ようとしていた俺の背中に、そう声をかけてきた。

　俺は振り返り、小こ春はるを見た。

　小春は、話を聞いていた間と同じくベッドにうつ伏せになった格好のままで、相変わらずケータイをいじっていて、俺のほうを見てはいなかった。

　ゴシックでロリータでかつ短いスカートは、めくれ上がっていてぱんつ丸出しである。

　……なんかこいつは、家の中じゃいつもぱんつ丸出しだな。

「俺じゃ、ちえりに釣り合わないってか？」

「そりゃそうよ。春はる馬まなんて、ただの薄うすっぺらい雰囲気イケメンじゃん」

　天あも羽うと違って、肉親の評価は厳きびしい。

「……春馬には、モブ子こ先せん輩ぱいがお似合いだよ」

「おまえも、それを言うのか」

「も、ってことは、他の人にも言われたの？」

「……まあな」

　小春はケータイを枕まくら元もとに放り、頰ほお杖づえをついて、こっちに顔を向けた。

「そりゃ、みんなそう思うでしょ。春馬とモブ子先輩、仲良かったし」

「仲が良けりゃ付き合うってわけでもないだろ」

「でもさ」

　小春は、両足をパタパタと動かしつつ言う。

「前に、モブ子先輩が家に来て、春馬と一緒に、『キュアライブ！』の一挙放送見てたこと、あったじゃん？」

「……あったな」

「あの時、肩がくっつきそうな距離で並んで座ってる春馬とモブ子先輩を後ろから見てて、思ったよ。夫婦みたいって」

「…………」

　小春は身体からだを起こし、「んーっ」と大きく伸びをした。そして、しみじみと言った。

「モブ子先輩、転校しちゃったんだねぇ」

　モブ子が転校したことは、ちえりとのことを報告するよりも先に、話していた。「ふーん」の一言で流されてしまったが。

「残念か？」

「なんで？　あたし、モブ子先輩のこと、別に好きじゃないし」

「嫌きらってたのか？　モブ子のこと」

　小春がモブ子と顔を合わせたことは何度かあるが、嫌っているような素振りを見せたことはなかった。むしろ懐なついていたように見えたが、猫を被かぶっていただけか。

「モブ子は、おまえのこと、いつも可か愛わいいって褒ほめてたんだけどな」

「小春ちゃんが可愛いのは、ただの事実じゃん？　てか、別に、嫌いってわけでもなかったよ。普通だった」

「普通、か」

「でも、どっちかってゆーと、今は嫌きらい寄りかな」

　小こ春はるは、冷えた表情で言った。

「欲しいものを欲しいって言えないヤツは、嫌いだよ」




　夏が終われば秋が来て、秋が過ぎ去れば冬になる。

　冬が、来た。

　より具体的に言えば、十二月に入った。

　暦こよみの上ではとっくに冬になってはいたわけだが、ああ冬だな、と実感できるのは十二月からだろう。

　この日も、やけに風が冷たくて、もっと厚手の──真冬用のジャケットを着てくるんだったと軽く後悔しながら、俺はちえりを待っていた。

　ちえりがバイトしているファミレス、『おれんじぐりむ』の前である。

　付き合うようになってから、俺はちえりをバイト先まで送るだけじゃなく、迎えにも行っていた。

　まず送って、一度帰宅してからまた迎えに行っているわけだから、それなりに大変ではあるのだが、仕方なかった。

　付き合うようになってから知った事実だが、ちえりのバイト終わりを狙ねらって声をかけてくる男が、少なくなかったのだ。要するにナンパだ。

　ちえりは全部断っているが、明るい笑顔で断ってしまうものだから、物事を自分に都合良くしか受け取れないタイプの男は、これならまだ可能性はあるかも、と勘かん違ちがいしてしつこく声をかけてきやがるのだ。

　彼氏としては、見過ごせない。

　俺が、しっかり送り迎えをすることで──彼氏の存在をアピールすることで、ナンパ野郎の数はずいぶん減ってきた。わかるのだ。ちえりに声をかけようと隙すきを窺うかがっている男は、やっぱり、それらしい、そわそわした挙動をしている。ここ数日はそういう奴やつは見かけていないが、まだ油断はできない。

　そんな感じで体力も気力も使う送迎だが、苦じゃなかった。

　十年間、ずっと片かた想おもいしていた女の子に、彼氏として会いに行けるのだ。

　こんなに嬉うれしいことはない。

「春はるくん、お待たせ」

　待ち人が、来た。

「寒かったでしょ」

　ちえりは白い息を吐きながら、小走りに俺の目の前にやってきた。そして、にっこりと笑う。

　可か愛わいい。

　白いダッフルコートに包まれたその姿は、さながら冬の妖よう精せいだ。

「ちえりの顔を見たら、寒さなんて吹っ飛んだよ」

　言いながら差し出した手を、ちえりがつかむ。

　手を繫つないで、俺たちは歩き出した。

　ちえりは手袋をしているから手の温ぬくもりは感じられないが、かまわなかった。俺の手は冷え切っているから、直じかに繫いだらちえりの手を冷やしちまう。

「今日はどうだ？　混んでたか？」

「あー、うん。なんかねー、カップルのお客さんが増えてきたよ。人恋しくなる季節になったんだねぇ」

「関係あるのか？　季節って」

「あるよー。クリスマスが近づくにつれて、増えていくよ。夏も多いけど」

「そっか……」

　俺はちえりと繫いでいないほうの手で、後頭部を搔かいた。

　言いたい……というか、相談したいことがあった。

　が、どうにも切り出しにくく……。

　とはいえ、俺とちえりが付き合い始めてから、もう二ヶ月半になる。

　これ以上、棚上げしておくわけにはいかない問題だった。

「あの、さ」

「秋あきくんに、電話した」

　意を決して切り出した俺の声に、ちえりの声が重なった。

「え？」

「あっ、ごめんね。なに？」

「いや、そっちの話が気になる。秋あき兎とに電話って……」

　うん、と頷うなずいて、ちえりは言った。

「昨日ね、秋くんに電話して、報告したの。春はるくんの彼女にしてもらいましたって」

「……！」

　驚おどろいた。俺が相談したかったことが、まさにそれだった。

　俺はまだ、俺とちえりが付き合い始めたことを、秋兎に報告していなかった。

　秋兎なら、きっと祝福してくれる。それがわかっていても、言い出せなかった。

　もういい加減、秋兎に打ち明けよう──という話を、今日こそ、ちえりとしようと思っていたのだ。が──。

「あ、秋兎は、なんて？」

「おめでとうって言ってくれたよ」

「そうか……」

「でも、不安がってもいたよ」

「俺にちえりを任まかせるのは不安だって？」

　ちえりは笑った。

「逆。私に春はるくんを任せるのは不安だって」

「そっちか」

　いかにも、秋あき兎とが言いそうなことだった。

「秋兎は、元気だったか？」

「うん。秋くんも桜さくら子こ先せん輩ぱいも、元気だって」

「そっか。それは、なによりだ」

「秋くんは大丈夫だよ。何があったって。だって」

「秋兎だもんな」

「うん」

「……なあ、ちえり」

「うん？」

　もう一つ、俺にはちえりに訊ききたいことがあった。

「えっと、だな……」

「もしかして、ゆんちゃんのこと？」

「……っ！」

「当たりだね」

　ちえりは少しいたずらっぽく笑った。

「あ、ああ」

　モブ子こが転校してから、俺は一度も、あいつに連絡していなかった。向こうからもない。

　あいつが今どうしているのかも知らないし、この二ヶ月半の間は、あいつのことを極力考えないようにしていた。

　ちえりのことだけを考えるようにしていた。

「ゆんちゃんも、元気にしてたよ」

「連絡、したのか!?」

　うん、とちえりは事も無げに頷うなずいた。

「電話でね、少しだけど、お話ししたよ」

「それも、昨日の話か？」

「ううん。一ひと月つきぐらい前かな。ゆんちゃんのほうからメールがきたの。電話してもいい？　って」

　いきなり電話してこないあたりがモブ子こらしい……ってか、一ひと月つきも前に連絡取ってたんだったら、なんで言ってくれなかったんだ、とちえりを責めたくなったが、モブ子のことを話題にしなかったのは俺も同じだし、俺が頑かたくなにモブ子の話をしようとしないから、ちえりとしても言い出しづらかったのかもしれないと反省する。俺が悪い。

「どんな話をしたんだ？」

「お互いの近況とか。春はるくん、知ってた？　ゆんちゃんの今の学校、女子校なんだって」

「いや、知らなかった」

　モブ子の今を、俺は何一つ知らない。

「新しいお友達もできたみたいだよ。お母さんとも、上手うまくいってるって」

「そうか……」

　ちえりが教えてくれたモブ子の近況に、俺は安あん堵どしつつ、寂しさも覚えた。

　俺がいなくたって、あいつはちゃんとやっていけるんだな。

　いや、俺があいつの何を支えてたんだって話だけどな。

　俺はあいつの恋を応援していただけで、それだって、空から回まわってばかりで……。

　結局、俺はあいつのなんだったんだろうな。

　あいつに、何をしてやれたんだろうな。

（モブ子……）

　この街から去って、俺の前から去って、新しい場所で、モブ子はがんばっている。ちゃんと前に進んでいる。

　俺はどうだろう。俺はちゃんと前に進めているだろうか。

「春くん？」

　ちえりの声に、ハッとなる。

「どしたの？　大丈夫？」

　ちえりが、心配そうに俺の顔を覗のぞき込んでいる。

「ちえり」

　俺はちえりの手を引いて、抱き寄せた。

「俺、がんばるから」

「えっ？」

「俺、がんばって、ちえりのこと幸せにするから」

　大通りからは外れてるとはいえ、夜とはいえ、人目は皆無じゃなかっただろうが、かまわなかった。

「なんだかプロポーズみたいだよ、春くん」

「いいよ、プロポーズで。プロポーズだよ、これ」

　抱きしめているから顔は見えないが、ちえりが笑った気配は伝わってきた。

「うん。じゃあ、私のこと、一生大切にしてね」

　ちえりを抱きしめる俺の腕には、けっこうな力が入っていた。身体からだの小さなちえりは、苦しいはずだ。痛いかもしれない。恥ずかしさだって感じているだろう。

　それでも、ちえりが俺を拒絶せずにいてくれることが、嬉うれしかった。
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　そいつは、唐突に、俺の前に現れた。

「春はる馬ま！」

　ちえりを家まで送り届けて、さて俺も帰るかと踵きびすを返し、歩き出して間もなくのことだった。

　向かいを歩いていた人物が、不意に足を止めて俺の名前を呼んだ。

「春馬!?　春馬よね!?」

　俺が何のリアクションも返せないうちに、そいつは俺に駆かけ寄ってきた。

「春馬！」

　そいつは、抱きつくように両手で俺の腕をつかみ──。

　俺は、吐き気を覚えてそいつを突き飛ばした。

　急きゆう激げきで、猛烈な吐き気だった。

　俺は手で口を覆おおいつつ、そいつを見た。

　女だった。

　若くはないが、美人だ。

「どうしちゃったの、春馬。私がわからないの？」

　女の顔には、驚おどろきと戸と惑まどいと、笑みが浮かんでいた。

「私は──」

「言うな！」

　俺は叫んで女の言葉を遮さえぎった。

　女が何者なのか、俺は理解しつつあった。

　女の整った顔は、ある人物によく似ていた。

　俺だ。

　俺が毎日鏡で見ている顔に、女の顔はよく似ていた。

　明確な、血の繫つながりを感じさせる顔だった。

「お母さんよ」

　俺の制止を聞き入れず、女は自みずからをそう紹介した。

　また吐き気がこみ上げてきて、俺は女から顔を背そむけた。

　見たくなかった。聞きたくなかった。

「春馬？」

　そんな俺の気持ちなどおかまいなしに、女は俺の顔を覗のぞき込んできた。

「話を聞いて。お母さんね──」

　女はべらべらと一方的にまくし立てた。

　俺は聞きたくないんだ。

　あんたがこの十年間、どこで何をしていたのかなんて。

　今、何をしているのかなんて。

　この街に越してきたなんて、そんな怖おぞ気けのするような話も、聞きたくなかった。

　俺は吐き気をこらえるのに必死で何も言えずにいたが、次に女が発した一言で、吐き気を忘れて怒ど鳴なった。

「小こ春はるにも会ってきたのよ」

「ふざけるな！」

　女は「ひっ」と息を吞のんで、俺から一歩離れた。

「急に、何の連絡もなしに現れたと思ったら、小春に会っただと!?　俺のいない場所で、その顔を小春に見せたっていうのか!?　あんたは！」

「怒らないで、春はる馬ま」

　女は、まるで猛犬に接するように、顔を怯おびえの色に染めながらも笑みを浮かべて、近づいてくる。

「近寄るな！　話しかけるな！　俺を見るな！」

「そんなこと言わないで、春馬。今まで放っておいてごめんね。でも、もう大丈夫よ」

　何が大丈夫なんだ。

　何が大丈夫だっていうんだ。

　やっぱり、こいつは何もわかっていない。

　何一つ、反省しちゃいない。

「その顔を、二度と俺に見せるな！　小春にも二度と近づくな！」

　女に声をぶつけて、俺は逃げるようにその場を去った。

　ように、じゃない。

　たしかに、俺は逃げ出したのだった。

　その女は──十年ぶりに姿を現した俺の母親は、俺が、この世で誰よりも向き合いたくない人間だった。




　俺には、家族として認識している人間が三人いる。

　妹の小春と、両親だ。

　両親は忙しい人たちで、父は海外、母は国内を、日夜飛び回っている。

　家族四人が揃そろうことなんて月に一度あるかないかだし、俺たちの教育に関しては、それはもう見事な放任主義だったが、それでも俺は父のことも母のことも尊敬していた。小春も同じ思いのはずだ。

　俺と小春にとって、両親は偉人であり聖人であり、一生足を向けて寝れない存在だ。

　なぜそこまで俺が両親に対し他た人にん行ぎよう儀ぎなまでの持ち上げ方をするのかといえば、他人だからだ。

　両親は、俺と小春の、正しくは養よう父ふ母ぼであって、血の繫つながりはない。

　彼かれ等らと俺たち兄妹きようだいとの関係は複雑で、それを語るには、まず実の両親について語らなきゃならない。

　父親について語ろう。

　知らない。以上。

　ふざけてなんかいない。本当に、俺は血けつ縁えん上の父親のことを何も知らない。会ったこともない。

　小こ春はるもだ。俺と小春は、父親が違う。らしい。

　俺の父親も小春の父親も、どこの馬の骨ともつかない男で、もう心底、どうでもよかった。

　会ったこともなければ顔も名前も知らない相手に、興味なんて持ちようがない。

　問題は、母親のほうだ。

　俺を生み、その二年後に小春を生んだ母親は、俺の父親とも小春の父親とも結婚はしていない。シングルマザーと言えば聞こえはいいが、あの女には、シングルだろうとなんだろうと、マザーという肩書を得る資格なんてない。

　それでも一応、母親と表記はするが──俺と小春の母親は、今の養よう父ふ母ぼと同様、留守がちな人だった。

　三日四日、帰ってこないこともざらだった。

　俺と小春が、本当にガキの頃──五歳とか三歳だった頃の話だ。

　家（といっても狭い一間のアパートだが）には、他に誰もいなかった。

　つまり、俺と小春は放置されていたわけだ。それも頻ひん繁ぱんに。

　母親は出掛ける際には必ず、二つ三つの菓子パンとフルーツ牛乳を置いていった。

　冷蔵庫の中はいつだって空からっぽで、金もなくて、俺と小春は、菓子パンとフルーツ牛乳と、あとは水道水で飢えをしのぐしかなかった。

　一日なら耐たえられた。が、三日目となると身動きすらできなくなった。

　誰かに助けを求める、という発想は、当時の俺にはなかった。

　信じていたのだ。健気けなげにも。母親は、必ず帰ってくると。

　実際に、母親は必ず帰ってきた。俺と小春が飢え死にする前には。

　そんな、地じ獄ごくのような暮らしから俺と小春を救い出してくれたのは、母親の姉──俺たちの、伯母おばさんに当たる人だった。

　妹が真っ当に子育てができているかどうか、ずっと心配していたという伯母は、ある日、妹のアパートを訪れ、瘦やせこけた俺と小春を発見した。

　伯母は妹の所行に呆あきれ、それ以上に怒り、俺と小春を妹から引き離した。

　ちなみに、この伯母の当時の夫が、今の俺たちの養父だったりする。なんともややこしい人間関係なのだが、それはまた後述しよう。

　伯母の許もとで真っ当な衣食住を得た俺と小春だったが、それを喜んでいたかといえば、そうでもなかった。

　愚おろかなことに、当時の俺は、母親と暮らすことを望んでいたのだ。

　飢え死にしかかっていた甥おいっ子こ姪めいっ子こに救いの手を差し伸べた良識ある伯母おばより、我が子を何度も飢え死にさせかけた母親のほうに、愛情を感じていたのだ。そして、それは小こ春はるも同じだった。

　伯母に対しては、ずいぶん反抗的な態度を取ってしまった。本当に申し訳ないことをしたと思っている。

　一いつ向こうに懐なつかない甥っ子と姪っ子に、伯母は疲れ果て、そのストレスから夫との間にも諍いさかいが増えていった。

　諍いといっても、伯母がヒステリックに夫を罵ののしるばかりで、夫が感情的になっている姿は見たことがない。

　伯母は、俺たちから受けたストレスをひたすらに夫にぶつけていた。

　伯母にとっても、その夫にとっても、俺と小春はつくづく疫やく病びよう神がみだった。

　伯母は夫と離婚し、俺たちは、伯母の夫から、伯母の元夫となった人に引き取られた。

　養よう父ふが、なぜ血の繫つながりのない、ましてや夫婦仲を破は綻たんさせる原因となった俺たち兄妹きようだいを引き取ったのか、訊たずねたことがある。

「それが、正しいと思ったからだ」

　が、養父の回答だった。

　養父の言う『正しさ』には、道義的責任とか世間体といったものも、もちろん含まれてはいただろう。が、比重として一番大きく重かったのは、伯母──養父にとっては元妻に対する、優しさだろう。

　養父が俺たちを引き取らなければ、伯母は俺たちを抱えたまま、壊こわれてしまっただろう。

　養父に引き取られて、俺と小春は、この街に──明みよう神じん市にやってきた。

　当時の俺がどうしようもなくひねくれていたのには、そんな背景があったわけだ。

　そして、この街で、俺は秋あき兎ととちえりと出会い、友達になった。

　あの女が──俺と小春の実の母親が、俺たち兄妹を『迎え』に来たのは、この街で暮らすようになって、半年になろうかという頃だった。

　秋兎とちえりのおかげで、その頃の俺は、ずいぶんマシになっていた。

　世の中の誰も彼もを睨にらみつけるようなことはなくなっていたし、自分たちを何度も飢え死にさせかけた母親が、親として、それ以前に人としてまともじゃないということも、理解できるようになっていた。

　そんな矢先に、前触れもなく現れた母親に、俺は大いに困惑した。

「ごめんね、春はる馬ま。小春も。今まで寂しい思いをさせて、本当にごめんね」

　母親はしきりに謝しや罪ざいの言葉を口にし、

「お母さん、やっとわかったの。やっぱり、あなたたちが一番なんだって。私のことを一番愛してくれるのは、あなたたちなんだって」

　自分にとっての、俺たちの必要性を訴えた。

　この女は一体何を言っているのだろう、と俺は思った。

　たしかに、俺たちは──俺も小こ春はるも、母親のことを愛していた。

　子供を何度も飢え死にさせかけるようなどうしようもない母親でも、その帰りを、待ちわびていた。

　だけれど、伯母おばや、養よう父ふや、友達のおかげで、ようやくそれが愚おろかな思い込みでしかないことを理解したのだ。

　俺たちに、もうこの女は必要ない。

　子供を愛する資格も子供から愛される資格も、もうどちらも、この女にはない。

　俺は、だから、母親が俺を抱きしめようと伸ばしてきた手を振り払い、逃げ出した。

「待って、春はる馬ま！　待って！」

　母親は、追ってきた。

「お願い！　待って！　待て！」

　長い髪を振り乱して追いすがってきた母親は、俺を抱きしめて、

「私を捨てないで」

　涙ながらに、そう懇こん願がんしてきた。

　俺は、もう、逃げることはできなかった。

　母親に、がっちりと両腕で身動きを封じられていたからってだけじゃない。

　どうしようもない母親でも、親に必要とされたことが、嬉うれしかったからだ。

　そして、このどうしようもない母親に、もう一度だけチャンスを与えたいと思ったからだ。

　俺は、俺自身の意志で、母親から逃げることをやめたのだった。

「春馬、小春を連れてきて。三人で、どこか別の街で暮らしましょう？」

　母親のその願いを、俺は頑がんとして聞き入れなかった。

　どうしても小春を連れていくなら、おじさんを呼ぶと言った。おじさんとは養父のことだ。当時の俺は、養父のことを、まだ父さんではなくおじさんと呼んでいた。

　小春を巻き込みたくはなかった。

　俺は、このどうしようもない母親にもう一度だけチャンスを与えることにしたが、どうせロクな結末にはならないだろうと悲観……いや、諦てい観かんしていた。

　あるいは、今度こそ俺は、命を落とすことになるかもしれない。

　犠ぎ牲せいは、俺一人で十分だった。小春にはこのまま養父の許もとで幸せになってほしかった。

　母親は小春を諦あきらめ、俺一人を連れて、この街を出ようとした。

　が、結局、母親は、俺を連れていくことはできなかった。

　秋あき兎とが、俺をさらったのだ。

「その人と一緒に行っちゃダメだ、春はる！」

　突如現れた秋兎は、俺の母親の顔にコショウを浴びせかけ、俺に向けて、手を伸ばした。

「春、こい！」

　俺は秋兎の手を取り、秋兎に引かれるまま、母親から逃げた。

「なにしやがんだクソガキ！　ちくしょう！　ちっくしょう！　バカにしやがって！　ぶっ殺してやる！　ぶっ殺してやるからな！」

　狂ったようにまき散らされる母親の怨えん嗟さの声を背中で聞きながら、俺は、自分の覚悟が間違っていたことを痛感した。

　情にほだされてはいけなかったのだ。

　本当に、俺は死ぬところだったのだ。

　十年前の話だ。

　あの日、俺の中で、母親は死んだ。

　死んだことにして、考えないようにしてきた。

　俺にとって、母親は、そういう存在だった。

　その、子供を何度も飢え死にさせかけただけじゃ飽きたらず、誘拐未み遂すいまでやらかした、どうしようもない母親──鳴なる沢さわ美み冬ふゆが、十年ぶりに俺と小こ春はるの前に現れた。

　姓が違っているのは、南みな代しろが養よう父ふの姓だからだ。つまり、俺と小春には、それぞれ、鳴沢春馬、鳴沢小春だった時期があるということだ。

　美冬は──。

　あえて、美冬、と名前で呼び捨てにさせてもらう。

　あの女を母さんだなんて呼びたくはないし、美冬さんと呼ぶのも違和感があった。

　呼び捨てだって相当に違和感はあるが……いや、違和感というより嫌けん悪お感かんか、これは。

　嫌悪感の度合いでいえば、敬称をつけるより呼び捨てのほうがまだマシだった。

　美冬は、なぜ、今になってまた現れたのか。

　理由は、想像がつく。

　あの女は、根本的に、俺にも小春にも興味がない。

　ただ、世の中や自分の人生に絶望すると、俺たちに救いを求めようとするのだ。

　私には、子供たちがいる。

　子供たちなら、私を受け入れてくれる。必要としてくれる。

　それが、あの女の、どこまでも自分勝手な思考だ。

「小春！」

　走って家に帰り着いた俺は、靴も脱がずに妹の名前を叫んだ。

　普段なら、俺が呼んだところで素直に応じるような奴やつじゃない。無視するか、さもなければ「気安く小こ春はるちゃん様の名前を呼ぶんじゃねー！」的な言葉を返してくる。

　ところが、どういう風の吹き回しか、

「お兄ちゃん！」

　小春は、まるで俺の帰りを待ちわびていたかのように、リビングから飛び出し、パタパタと駆かけ寄ってきた。

「お母さんが、会いに来てくれたの！」

　どういうもこういうもない。

　こいつは、美み冬ふゆに──母親に会い、喜んでいるのだ。

　嬉うれしいという感情が、眩まぶしいほどに顔と声に表れていた。

　俺は頭を抱えたくなった。

　小春は、母・美冬に対して、俺ほど失望も絶望もしちゃいない。

　俺が美冬に対して望むことは、もう二度と俺たちの前に現れないでくれと、ただそれだけだが、小春は違う。

　こいつは、まだ美冬に『母親』を期待している。

「お母さん、この街に越してきたんだって。仕事も見つけて。だから、またあたしたちと暮らしたいって」

　モブ子こなら──。

　同じように、長い間離れて暮らしていた母親が迎えに来てくれて、喜んでいたモブ子なら、今のこいつの気持ちを理解してくれることだろう。

　いや、俺だって、理解はできるんだ。

　どうしようもない親でも、親が迎えに来てくれるってのは、子供にとって嬉しいものなんだ。

「小春」

　俺は小春の剝むき出しの両肩をつかんで、言った。

「もう二度と、あの女には会うな」

　理解はできるが、だからといって、美冬が小春に近づくことを許すわけにはいかなかった。

「なんで？　お母さんだよ？　なんでお母さんに会っちゃいけないの？」

「忘れたのか。俺たちは、あの女のせいで、何度も飢え死にしかけたんだぞ」

「それは、知ってるけど……」

　小春には、何度も置き去りにされた当時の記憶は、ほとんどない。

　あんな苦しい記憶、ないにこしたことはないが、おかげで小春の美冬に対するマイナス感情は、俺ほどじゃない。

　十年前の、誘拐未み遂すいの件も、小春には話してないしな……。

「お母さん、反省したって。いっぱい反省したって言ってたよ？」

「それを信じるのか」

「信じちゃいけないの？」

「信じたって、裏切られるだけだ」

「あたしは！」

　小こ春はるは叫んで、肩をつかんでいた俺の手を振り払った。

「お母さんを信じたいよ。信じてあげたいよ」

　小春は座り込んで膝ひざを抱え、声をあげて泣き出した。

「お、おい」

　お得意の噓うそ泣なきを疑ったが、違う。小春は、本当に泣いていた。

「小春……」

　俺は、自分の無神経さを呪のろった。

　小春がこんなにも脆もろくなっていたことに、俺はまるで気づかなかった。気づいてやれなかった。

　秋あき兎とが去って心にダメージを受けていたのは、俺やちえりやモブ子こだけじゃない。

　こいつだって、秋兎のことが好きだったんだ。

　こいつの秋兎に対する『好き』は、ちえりやモブ子のそれとは違う。

　こいつは、秋兎を好きと言っている自分が好きだっただけだ。

　恋に恋する自分を、愛して……いや、愛そうとしていただけだ。

　小春は、一見、自己愛の強い人間のように見えるが、実際は逆だ。

　小春は、自分自身をどうしようもなく嫌きらっている。自分で自分に価値を見み出いだせずに、苦しんでいる。

　だからこいつは、コスプレで自分を飾り、オタク系のイベントやネット配信で自分の存在を不特定多数にアピールし、他人に好かれることで、自分に価値を見出そうとしてきた。

　秋兎への好意を堂々と口にしていたのも、恋をしている自分に価値を見出したかったからだ。

　だから、秋兎が去っても、たいしたダメージにはならないだろうと高たかを括くくっていたが、甘かった。

　なんであれ、小春が秋兎を心の支えにしていたことに違いはなくて。

　心の支えを失って平気でいられる人間なんて、いやしないんだ。

　こいつだって、傷ついていたんだ。

　そこに、母親が現れた。

　支えを失った心が、母親という子供にとっては大きな存在に救いを求めたとしても、仕方がない。

　泣きじゃくる小春に、俺はもうそれ以上何も言えなかった。




　実母・美み冬ふゆが現れたことを、俺は両親──養よう父ふと養母に伝えた。

　養よう父ふも養母もどちらも忙しい人だということは前述したと思うが、具体的にどんな仕事をしているのかといえば、養父は建築家で、主に海外で橋を造っている。一般的な知名度はなくても、建築業界ではそれなりに有名らしい。

　養母のほうはといえば、こちらは飲食店のプロデュースをする、いわゆる外食コンサルタントというやつで、地方に新規オープンするショッピングモール内の飲食店を絶賛準備中の最近は、まったく帰れていなかった。

　養父と養母が結婚したのは、八年前。

　養母は、なんというかまあ、奇特な人だと思う。なにせ、血の繫つながらない子供を二人も抱えていた養父と結婚したんだからな。

『奇特』は失礼か。『女傑』と言い換えておこう。

　甘やかしてはくれないが、俺のことも小こ春はるのことも、決して見下さず一人の人間として尊重してくれる。

　鶴つる木ぎに似てる、かな。見た目ではなく性格的な意味で。

　養父にも養母にも、直接会って話したかったが、そういうわけにもいかず、電話で伝えた。

「俺としては、あの女には一いつ切さい関わりたくない。でも、小春は再会できて喜んでる。俺は……どうすればいい？」

　俺は、養父と養母にそう問うた。相談した。

　ふたりは、さすが夫婦というべきか、同じ答えを返してきた。

『おまえに任まかせる』

『あなたに任せるわ』

　放任にもほどがあるだろ！　とツッコミたくなったが、あのふたりの場合、俺と小春に興味がなくてほったらかしにしているわけじゃなく、いざとなったらケツは持ってやるから好きなようにしろ、といった感じなので、まあ予想していたとおりの返答ではあった。

　さあ。

　俺は、どうすればいい？




　翌日──。

「春はるくん、お母さんのこと、聞いたよ」

　ちえりが、不意にそんなことを言い出した。

　学校が終わり、ちえりをバイト先まで送る、その道すがらでのことだ。

「誰から？」

「小春ちゃんから」

「ああ……」

　そりゃそうだよな。愚ぐ問もんだった。

　今日のちえりはやけに口数が少ないなと思っていたら、なるほど、この話を振るタイミングを窺うかがっていたのか。

　……いや。違うな。

　俺のほうから話してくるのを、待っていたのか。

「どうするの？」

「さあ、どうしたもんかな」

　ちえりが心配してくれているのに、俺は、そんな他人ひと事ごとみたいな返事をしていた。

　せっかく、ちえりと──恋人と一緒にいるんだ。

　あんな女の話なんてしたくなかった。ちえりとは、もっと楽しい話をしたかった。

「春はるくん！」

　ちえりが、小走りで俺に追いついてきた。

　隣となりを歩いていたはずのちえりが追いかけてきたということは、俺が、歩くスピードをちえりのそれに合わせることを、忘れていたということだ。

「私の意見を、言っていい？」

　ちえりは軽く息を弾はずませながら、俺のブレザーの袖そでをつかみ、俺を見上げて、そう問うてきた。

　俺は、「ああ」と頷うなずきつつ、心の中では「勘かん弁べんしてくれ」とため息をついていた。

　だから、俺は、母親の話なんてしたくないんだよ。

「私は、春はる馬まくんは、お母さんともう一度向き合ってみるべきだと思う」

「秋あき兎とから聞いて知ってるよな？　あいつは……あの女が、俺や小こ春はるに何をしたのか」

　ちえりは頷いた。

「知ってるよ。でも、この十年の間に、お母さんは変わったかもしれないよ？」

「人は、そんな簡単に変われるもんじゃない」

「変われるよ？　簡単には変われなくても……でも、がんばれば、人は変われるんだよ」

　ちえりは断言した。自分の意見に、確信を持っていた。

「ゆんちゃんは、変わったよ。変わったって、思わない？」

「…………」

「自分を変えるって、すごく勇気の要ることだと思う。私は変われなかったけど……ゆんちゃんは変わった。がんばって、変わった。だから、私は……ゆんちゃんはすごいって、偉いって、思う」

「……そうだな」

　ちえりは俺の正面に回り込んで、俺の左手を両手で包み込んで、言った。

「私は、春くんに幸せになってほしいよ」

「俺は幸せだよ。ちえりがいてくれれば、それで」

　ちえりは小さく苦笑した。

「そう言ってもらえるのは嬉うれしいけど、でも、幸せってそういうのだけじゃないよね？」

　俺は、俺の目をまっすぐに見つめるちえりから、視線を逸そらした。

（俺に幸せになってほしい、か……）

　同じことを、モブ子こにも言われた。

　モブ子は、俺の幸せのために、俺とちえりをくっつけようとした。

　ちえりは、俺の幸せのために、俺にもう一度母親と向き合えと言っている。

　でも、俺にはわからない。わからなくなった。

　俺にとっての幸せって、なんだ？




　その夜、俺のケータイに、覚えのない番号から電話がかかってきた。

　いつもなら無視するところだが、嫌いやな予感がして、俺は通話ボタンを押した。

　嫌な予感は的中した。

　かけてきたのは、美み冬ふゆだった。

　俺の番号は、小こ春はるに聞いたらしい。

　美冬は、この十年、自分がどう生きてきたのかを、一方的に語った。

　十年前、俺を連れ去ろうとしてそれを秋あき兎とに阻止された美冬は、自分の愚おろかさを痛感し、真人間になろうと決意した、らしい。

　それまでの美冬は、常に誰かに頼って生きてきた。誰かってのは、つまり男のことで、自分で自分の身を立てたことはなかった。

　男に依存し、尽くしても、結局は捨てられる。その繰くり返しに疲れ果てていて、俺を連れ去ろうとした時には、もう正気ではなかった、らしい。

　あんたが正気だったことがあるのか、と言ってやりたくなったが、俺は黙だまっていた。俺のほうから何かを言って、会話を成立させたくなかった。

　真人間になるために、美冬は勉強し、介かい護ご事務だかなんだかの資格を取って真面目まじめに働いてきた、らしい。

　言い寄ってくる男は何人もいたが、この十年、男は作らなかった、らしい。

　すべては、真人間になって、俺と小春を迎えに行くために。

　そのために、血の滲にじむような努力をしてきた、らしい。

　そして、最近になってようやく、自分は変わったと、真人間になれたと、自信を持てるようになった、らしい。

　つまらない話だった。

　美冬は、つまりこう言っているのだ。

　反省したから自分を親として受け入れてほしい、と。

「お願い、春はる馬ま。会いたいの。会って、お母さんの話を聞いてほしいの」

　美み冬ふゆは、何度も「会って話がしたい」と言った。

　会って、何を話すというのだろう。

　今聞いた反省の弁を、この十年の苦労話を、また延々と話したいんだろうか。

　話したいんだろう。

　会って話せば、俺も小こ春はるも許してくれると、そう思っているんだろう。

　ふざけるな、と思った。

　俺たちが許すよりも先に、なんで自分で自分を許してるんだよ、と言いたくなった。

　言ったところで、この女には理解できないだろうと思ったから、言わなかったが。

　美冬の声を聞くことそれ自体にうんざりした俺は、「考えておく」とだけ返して、通話を終わらせた。

　俺自身は、美冬と会うつもりはない。

　俺は、あの女が反省したなんて到底信じられないし、許すつもりもない。

　もし本当に反省しているのなら、俺や小春の前には決して現れないはずで、のこのこと会いに来たことそれ自体が、反省していないなによりの証拠だと、俺は思っている。

　だけど、それはあくまでも俺の考えで、小春の考えは違うのかもしれない。

　小春には、美冬を信じる権利も許す権利もある。

　そして、それを奪う権利は、俺にはない。




　俺は小春の部屋の前に立ち、ドアをノックした。

　返事は、ない。が、気配はする。

「小春、聞け」

　俺はドア越しに小春に声をかけた。

「おまえが、どうしてもあの女に会いたいってんなら、俺は止めない。会いたきゃ会え。ただし、条件がある。父さんか母さんを同席させろ。自分一人で会おうとはするな。それだけは、絶対に駄目だ」

　部屋の中で、人が動く気配がした。

　足音がする。それは、ドアのすぐ向こう側で止まった。

「……パパもママも、しばらく帰ってこないよ」

　小春から言葉が返ってきた。

「ふたりが帰ってくるまで、待て」

「お兄ちゃんは？　お兄ちゃんが一緒に会ってくれればいいじゃない。お母さんは、お兄ちゃんにだって会いたがってるんだよ？」

　普段は俺を「春馬」と呼び捨てにしている小春だが、美冬の話になると、「お兄ちゃん」になる。

「俺は、会わない」

「なんで？」

　問われた。

　なぜ、俺は頑かたくなに実の母親に会おうとしないのか。

「それは……」

　それは、俺が今更あの女に何の期待も抱けないからだ。あの女を許していないからだ。

　それだけじゃない。

　美み冬ふゆのことを考えると、十年前、あの女が俺を連れ去ろうとした時の、手の痛みが甦よみがえる。

　あの女は、当時七歳の、今よりずっと小さな俺の手を、壊こわすような力で握りしめて、俺を連れ去ろうとした。

　そして、それを阻止した秋あき兎とに向けて放たれた殺意の言葉と、その言葉を発した際の、狂気の形相が思い出されて、背筋が凍る。

　つまり、怖いんだ、俺は。美冬が。実の母親が。

「とにかく、一人で会うな。それだけは、絶対に駄目だ」

　俺はそう言い残して自分の部屋に戻り、ドアに鍵かぎを掛けた。

「お兄ちゃん！」

　バタバタと足音がした後に、ドアの向こうから小こ春はるの声が聞こえてきた。

「お兄ちゃんも一緒にお母さんに会おうよ！　ねえ！　お兄ちゃん！」

　俺は返事をしなかった。




「小春ちゃん、泣いてたよ？」

　明くる日──登校中に、またちえりからその話を振られた。

「春はるくんが、どうしてもお母さんに会ってくれないって」

「小春が会うことにまで反対するのは、やめたよ。条件はつけたけどな」

　俺はポケットに入れていた手を出して、ちえりの手をつかんだ。

「もう、この話は終わりだ」

「春くん、でも……」

「俺は、ちえりとはもっと別の話をしたいんだよ。わかってくれよ」

　ちえりは、わかってくれなかった。

「小春ちゃんは、春くんと一緒にお母さんに会いたいんだよ」

「なあ、ちえり」

　俺は立ち止まり、繫つないでいた手をちえりの顔の前に持っていった。

「俺たち、付き合ってるんだよな？　ちえりは俺の彼女なんだよな？」

「春はるくん？」

「答えてくれ。俺たち、付き合ってるんだよな？」

「う、うん」

「だったら、小こ春はるの気持ちじゃなく、俺の気持ちを考えてくれ。あの女に会いたくないって俺の気持ちを、尊重してくれよ」

　わかってる。

　わかってはいるんだよ、俺だって。

　ちえりが、俺を心配してくれているってことは。

　別に小春の気持ちを優先してるわけじゃなく、俺のために言ってくれてるってことは、ちゃんとわかってるんだ。

　でも、その気き遣づかいが、俺にとっては嬉うれしいものじゃないってことが、理解してもらえない。

「春くん……」

「……行こう」

　俺はちえりの手を引いて、歩き出した。

　酷ひどいことを言ってしまったという自覚はあった。

　手を振り解ほどかれても仕方がないと覚悟もした。

　が、ちえりの手はしっかりと俺の手を握っていて、俺にはそれが、辛つらかった。




「春くん。今日、『おれんじぐりむ』に寄っていかない？」

　昼休みの終わり際ぎわ、鶴つる木ぎと一緒に教室に戻ってきたちえりが、俺に駆かけ寄ってきてそう言った。

「それは、店内に入れってことか？」

「うん」

「なんでまた、急に」

「それはねー」

　ちえりはいたずらっぽい笑みを浮かべて、耳打ちしてきた。

「バイト先のみんなに、最近送り迎えしてくれてる人って彼氏でしょー？　って訊きかれて、そうだよーって言ったら、ちゃんと見てみたいからお客さんとして連れてきてーって」

「……っ！」

　それは、恐れていた事態だった。

　ちえりを送り迎えするようになってからこっち、俺は『おれんじぐりむ』の店内には、一度も入っていなかった。

　ちえりの同僚に、好奇の目で見られるのが嫌いやだったからだ。

「だから、ね？　いいでしょ？」

「い、いや……」

「嫌いやなの？」

「嫌っていうか、気恥ずかしいっつーか」

「どうしても嫌なら仕方がないけど、でも、私は春はるくんのこと、自慢したいな」

　ちえりは、今度は、にっこりと花のような笑みを浮かべた。

　可か愛わいすぎる笑みだった。

　そんな顔を、吐と息いきがかかるほどの距離で見せられてしまったら、もう、言いなりになるしかなかった。

「……わかったよ」

　そんなわけで、俺は放課後、久しぶりに、駅前のファミレス『おれんじぐりむ』に客として訪れたのだった。

　まー、見られたね。

『おれんじぐりむ』のフロアスタッフは、基本的に全員女の子なわけなのだけれど、席まで案内してくれた子にも、注文を取りに来てくれた子にも、料理を運んできてくれた子にも、じろじろ見られてにやにやされて、居い心地ごこち悪いのなんのって。

「あれが、ちえりんのカレシ？」「結構、イケメンじゃん」「背も高いね」「でも、目付き悪くない？」

　なんて声も聞こえてきた。

　もうまるっきり見せ物だ。

　ただ、慌ただしく店内を動き回っているちえりが、目が合う度たびに嬉うれしそうに笑ってくれるのは、嬉しかった。

　朝は、ちえりにも嫌な思いをさせちまったからな。俺が見せ物になって、それでちえりが喜んでくれるなら本望だったし、ちえりが俺を彼氏として周囲に紹介してくれているってのも、嬉しかった。

　そんな、俺の、来て良かったという気持ちは、あっさりと崩くずれ去ることになった。

「春はる馬ま！」

　店内に、俺の名前を呼ぶ声が響ひびき渡った。

　悲ひ鳴めいじみたその声に、店内が一いつ瞬しゆん、静まり返る。

　振り向くまでもなく、それが誰の声なのか、俺にはわかった。

　振り向きたくなかった。何も聞こえないよう耳を塞ふさいで、何も見なくてすむよう目を閉じたかった。この場から消えてしまいたかった。

　が、そうもいかず、声の主は容赦なく駆かけ寄ってきた。

「ああ、春馬！　私の可愛い春馬！」

　美み冬ふゆが抱きしめようと伸ばしてきた腕を、俺は立ち上がって避よけた。

　美み冬ふゆの身体からだがテーブルに当たって、グラスが倒れた。

　ぶちまけられたメロンソーダが、俺のズボンと靴を濡ぬらした。

「ごめんなさい！　すぐに拭ふいてあげるからね」

　手に提さげていたバッグを漁あさり始めた美冬を前に、俺は店内を見回した。

　客も店員も、みんな俺を──俺と美冬を見ていた。

　その中に、ちえりがいた。

　ちえりの顔に、驚おどろきの色はなかった。

　この、突然の状況に、ちえりは驚いていなかった。

　トレイを胸に抱いて、唇を引き結び、祈るような目で俺を見ていた。

（ああ、そういうことか）

　俺は理解する。

　これが、この状況が、ちえりが仕組んだものだということを。

　ちえりは、俺と美冬を会わせるために、俺をこの店に連れてきた。

　美冬に連絡したのは、小こ春はるだろうな。

「ははっ」

　俺の口から、笑い声が漏もれた。

「ははっ、はははっ」

　笑いながら、俺は、胸の内に黒いものがこみ上げてくるのを感じていた。

「春はる馬ま、座って」

「どけ」

　ハンカチを手にすり寄ってきた美冬を押しのけて、俺はちえりの許もとに向かった。

「ちえり」

　ちえりの前に立った俺は、ちえりを真上から見下ろして、言った。

「俺は、こんなこと、望んじゃいないんだ。なんで、わかってくれないんだ」

「春くん、私は──」

「もう、いい」

　ちえりの言葉を遮さえぎった俺の声は、自分でもぞっとするぐらいに冷たかった。

「ちえりは、もう、俺に、何もしてくれなくていい」

　俺はちえりに背中を向けた。

「春くん！」

　ちえりにジャケットの袖そでをつかまれたが、俺はその手を振り払って、店を出た。
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　どんどんどん。

　がしゃがしゃがしゃ。

　どんどんどん。

　がしゃがしゃがしゃ。

　さっきから、激はげしく俺の部屋のドアを攻こう撃げきしているのは、小こ春はるだ。

「お兄ちゃん！　出てきてよ！　お兄ちゃんっ！」

　応じるつもりは、なかった。

　俺が『おれんじぐりむ』から帰ってきた時、小春は家にいなかった。

　小一時間ほどして帰ってきた小春は、美み冬ふゆとまともに話そうとしなかった俺を責めた。協力してくれたちえりの厚意を棒に振った俺を責めた。

　ちえりが俺を店に招いたのは、やはり小春に頼まれたからで、小春もあの場に来る予定だった……というか、行ったらしい。ところが、俺の姿は既すでになく、美冬は泣き崩くずれていた。

　ちえりには、何度も謝あやまられてしまったらしい。

「お兄ちゃんが全部悪いんだよ！」

　小春に怒ど号ごうをぶつけられることにうんざりした俺は、自分の部屋に行き、鍵かぎを掛けた。

　そして、今に至る。

「出てこい！　バカ春はる馬まーっ！」

　ドガン！　と、扉が一ひと際きわ強く叩たたかれて、それから、小春の声がぷつりと聞こえなくなった。

　ベッドに寝ころんでいた俺は、舌打ちしつつ起き上がった。

（あのバカ、手を怪け我がしてうずくまってんじゃないだろうな……）

　微妙に心配になって、ドアを開ける。

　小春の姿は、なかった。

　俺の部屋の前どころか、小春の部屋にも、一階のリビングにも、トイレにも、風ふ呂ろにも、家のどこにも小春の姿はなかった。

「なあ、小春は、どこ行った？」

　リビングのソファの上で寝ていたぱんちゃん（フレンチブル・雌めす・三歳）に訊たずねてみても、帰ってきたのは、「フゴ」という鼻息だけだった。




　日付が変わっても、小春は帰ってこなかった。

　俺は、大いに焦あせった。

　小春は、あいつは筋金入りのインドア派で、外を遊び歩くような奴やつじゃない。

　友達もいない。

　ブログやら生放送やらでちやほやされちゃいるが、あいつから友達の話なんて聞いたことがない。

　あいつにとって、友達と呼べる存在がいるとすれば、それは秋あき兎ととちえりの二人だけで……今となってはもう、身近な友達はちえりだけだ。

　だから、俺は、気まずさはあったが、ちえりに電話した。

『えっ？　小こ春はるちゃん、帰ってないの？』

「ああ。何度かケータイを鳴らしてみたが、通じない。電源を切ってるみたいだ」

『……ごめんね、春はるくん』

「さっきのことなら、もういい。小春が頼んだんだろ？」

『違うの。あれは、私が言い出したことなの』

「……そうか」

『だから、ごめんなさい』

「……俺のためを思ってやってくれたことだってのは、わかってる。だから、もう謝あやまらないでくれ。それよりも、今は小春だ」

『そうだね。小春ちゃんを、探さないと』

「どこか、心当たりはないか？　こんな時、あいつが行きそうな場所に」

『んー……心当たりっていうか、お母さんのところ、じゃないかな』

「あ……」

　そうか。そうだよな。

　美み冬ふゆに会う会わないで俺と喧けん嘩かになって飛び出していったんだ。

　小春が美冬に会いにいった可能性は、高い。というより、間違いないだろう。

『お母さんが住んでるところは、わかるの？』

「いや……」

　この街に越してきた、という話は聞いたが、具体的な住所までは知らない。

「電話番号はわかる。かけてみる」

『うん』

　俺はちえりとの通話を終わらせ、受信の履り歴れきから、美冬に電話した。……が、繫つながらない。

「くそっ」

　出ないんじゃなく、繫がらなかった。電波の届かないところにいるのか、電源を切っているのか……どちらにしろ、嫌いやな予感しかしなかった。

（どうする……？）

　自問していると、ちえりから電話が来た。

『どうだった？』

「駄目だ。繫がらない」

『どうするの？』

「最悪、警けい察さつだが……」

　警けい察さつ沙ざ汰たには、できればしたくなかった。

　美み冬ふゆに対する慈悲じゃない。小こ春はるを傷つけたくないからだ。

　小春は、あいつは小動物みたいな奴やつだ。キャンキャンやかましいくせに、臆おく病びようで、脆もろい。警察沙汰なんて、以もつての外ほかだ。

　とはいえ、このまま待っているだけって選択肢は、ない。

『天あも羽うさんは、どうかな？』

「天羽？　なんでここで天羽が出てくるんだ？」

『天羽さんのお父さんなら、春はるくんのお母さんの住所を調べられるんじゃないかって』

　なるほど。

　天羽詩しい歌かの父親は、この街の──明みよう神じん市の市長だ。

　市長なら、市民の住所を調べることも容易なんじゃないかと、ちえりは考えたわけだ。

「無理だろう、それは」

　個人情報の取り扱いに、誰もが神経を尖とがらせている世の中だ。

　法律には詳しくないが、市長とはいえ、市民の個人情報を勝手に閲えつ覧らんするような真似まねは、できないはずだ。

「法律にひっかか……り……」

　法律。

　法律にひっかかる。

　違法。

「思いついた」

　違法、というワードが、ある人物の顔を俺の脳裏に浮かび上がらせた。

「あの人なら、力になってくれるかもしれない」




『このアタシに頼み事とは、いい根性してるじゃないか、南みな代しろ』

　あの人、とはマリちゃんのことだ。

「事情は話したとおりです。先生なら、人探しが得意な知り合いの一人や二人、いますよね？」

　マリちゃんは、顔が広い。その広さは、裏社会とか闇やみ社会とか、そっち方面にまで及んでいる。なにせ、電話一本で、その筋の人たちを百人単位で集めてしまえる人なのだ。

　マリちゃんの人脈を使えば、美冬の住所を調べることも容易なんじゃないかと期待して、電話したのだった。

　もし、小春が、美冬とは関係なく、なんらかの事件に巻き込まれていた場合、そんな場合なんて想定もしたくないが、警察よりもマリちゃんの人脈のほうが役に立つ。

　小春を事件に巻き込んだのがマリちゃんの知り合いって可能性だってもちろんあるわけだが、とにかく、この状況で今頼れるのは、マリちゃんしかいなかった。

『おまえの母親ってのは、年は幾つだ？』

「年ですか？　たしか一九で俺を生んだはずだから……三六です」

『美人か？』

「え？　年とか顔とか、関係あるんすか？」

『いいから答えろ』

「……美人……だと思います。一般的な基準で言えば」

　美み冬ふゆの顔の造りは、俺によく似ている。いや、順序的には、俺が美冬に似てるってのが正しいか。

『なら、いい変態がいる』

「変態？」

『この街に住んでる美人の名前と住所を、漏もらさず把握してるって奴やつだ』

「え」

『こいつのストライクゾーンが、下は三歳から上は六〇歳までだったかな、たしか。三〇代で美人なら、真ん中高めの絶好球ってところだろ』

「そ、それは……」

『ちなみに、美人ってのは男も含んでるからな。おまえも間違いなくチェックされてるぞ』

「げ」

『どうするよ？』

　マリちゃんの、真っ当じゃない知り合いをアテにして連絡したわけだが、真っ当じゃないっぷりが斜め上だか下だかに突き抜けていた。

　抵抗はあるが、背に腹は代えられない。

「お、お願いします。訊きいてみてください」

『で、おまえはアタシになにをくれるんだ？』

「へ？」

『担任としていいことを教えてやる。世の中ってのは、ギブアンドテイクで回ってんだ。対価なしで、他人ひと様さまの力を借りられると思うなよ』

「……っ」

　生徒から金を取ろうってのか、この不良教師め！　という叫びを、俺はぐっと吞のみ込んだ。

「か、金なら払います」

『金だぁ？　このアタシが、金で動くほど即物的な人間に見えるのか、おまえは』

　いや、あんた一〇〇円のパンを一〇〇〇円で転売とかしようとしてたろ。

「金じゃないなら、何を払えばいいんです？」

『そうだな……おまえの童貞よこせ』

「な……っ！」

『真に受けるな。おまえごときに、アタシの処女をやれるか』

「…………」

『黙だまるな。なんか言え』

「いや……」

　すげーリアクションしにくいんですけど。その新情報。

「しょ……だったんですか」

『チキるな。ちゃんと言え』

「処女……だったんですか」

『そうだ。アタシのこのミラクルボディを好きにできた男は、まだ誰もいないんだ。前ぜん人じん未み踏とうの聖域なんだよ、アタシのカラダは。どうだ？　興こう奮ふんするだろう？』

「えーっと……」

　リアクションしにくい！

『ノリの悪い奴やつだな。まあいい。今回の件は、貸しにしといてやる。必ず返せよ』

「は、はい」

　自分がインコの世話を俺に押しつけた事実は、どうやらこっちの貸しとしてはカウントされていないらしい。

　マリちゃんは、『かけ直す。待ってろ』と言って通話を切り──。

　ものの五分もしないうちに、俺は美み冬ふゆの住所をゲットしていた。

　変態様々である。

　そんな変態がこの街に潜ひそんでいるという事実を看過していいのかという倫理的な問題はあるが、今回ばかりは感かん謝しやするしかない。

　俺は家を飛び出し、

「春はるくん！」

　呼び止められた。

　振り返る。駆かけ寄ってくる、ちえりの姿が見えた。

「ちえり……」

「小こ春はるちゃん、見つかった？」

　目の前までやってきたちえりは、白い息を弾はずませて、問うてきた。

「いや、まだだ。でも、母親の住所はわかった」

「行くの？」

「ああ」

　ちえりは一度深呼吸をして、まっすぐに俺の目を見た。そして、言った。

「私も行く」

「……わかった」

　本音を言えば、ちえりを連れていきたくはなかった。

　美み冬ふゆの件に、

　家族の問題に、

　これ以上、他人を関わらせたくはなかった。

　関わってほしくなかった。

　ただ、ちえりは頑固だ。ちえりが相手の目をまっすぐ見据えて主張をした時は、それはもう、絶対に譲ゆずらないという、断固たる決意の表明だ。俺がいくら「来るな」と言ったところで、ついてくるだろう。

　俺はちえりを伴って、教わった住所に向かった。

　徒歩で五分とかからない、近場だった。

　寒気がした。俺がいくら美冬に会うのを拒絶したところで、こうも近くにいられたら、顔を合わせる機会は、どうしたって生まれてしまうだろう。

　アパートでもマンションでもなく、一軒家だった。

　コンクリート造りではあるが、新しくも広くもない。

「ここが、春はるくんのお母さんの家？」

「マリちゃんの情報が正しければ、な」

　正確には、マリちゃんの知り合い（子分？）の変態氏の情報だが。

　表札は出ていないから、ここが本当に美冬の家なのかは、わからない。

「静かだね……」

　明かりは点ついておらず、物音も聞こえない。

　俺はケータイで時間を確認した。午前一時を回っていた。

　真夜中もいいところだ。こんな時間に呼び鈴を鳴らして、もしここが美冬の家じゃなかったら、警けい察さつを呼ばれても文句は言えない。

　とはいえ、躊躇ためらってはいられなかった。

　呼び鈴を押す。……反応は、ない。

　もう一度押す。……反応は、やはりなかった。

「いない？」

　かもな、と答えつつ、俺はドアノブに手を掛けた。

　がちゃがちゃ。

「は、春くんっ」

「駄目だ。鍵かぎが掛かってる」




「────んっ！」




　俺はちえりを見た。

「今の、ちえりか？」

「えっ？」

「声が……」

　嫌いやな予感がして、俺は裏庭へ回った。

　たしかに聞こえた。

　悲ひ鳴めいのような声が。

　家の中からじゃない。

　裏庭には、物置があった。

　その物置が、揺れた。

　ガタガタと、ポルターガイスト現象のように揺れる物置から、声がした。

「ん──！　んん──っ！」

　物置から声がしたといっても、もちろん、物置自体が声を発したわけじゃない。

　物置の中にいる某なにがしかが発した声だった。

　そして、その声は、明らかに助けを求めていた。

「小こ春はるか!?」

「んん！　んんんっ！　ん──っ！」

　俺は物置に駆かけ寄り、扉を開け──られなかった。

　しっかりと、鍵かぎが掛かっていた。

「春はるくん!?　小春ちゃん、その中にいるの!?」

「ああ、間違いない！」

　俺は扉を蹴けった。力ちから任まかせに何度も蹴りつけた。が、扉はビクともしない。

「くそっ！　こうなったら……」

「春くんっ！」

　助走をつけて跳び蹴りをかましてやろうと後ずさった俺の腕に、ちえりが体当たり同然に抱きついてきた。

「離せよ！　あの中に小春がいるんだ！　扉をぶち破って──」

「春くんっ！」

　俺の名前を呼ぶちえりの声は、悲鳴じみていた。必死に、何かを訴えていた。

「なんだよ？」

　ちえりが黙だまって指さした先に、女がいた。

　女は、驚おどろきと怯おびえの入り交じった顔で、俺たちを──いや、俺を見ていた。

　美み冬ふゆだ。

　俺は、怒ど鳴なりたい衝しよう動どうを抑えて、美冬に近づいた。

「ち、違うの」

　美み冬ふゆは後ずさりながら、手にしていた買い物袋を落とした。

「物置の鍵かぎを、出せ」

「ち、違うのよ、春はる馬ま」

　俺が手を差し出すと、美冬はさらに後ずさった。

「お願い、話を聞いて」

「話は後で聞いてやる。鍵を出せ」

「小こ春はるが、会いに来てくれたの。私、嬉うれしくて。すごく嬉しくて。でも、小春、帰っちゃうって……私、寂しくなって。小春にずっといてほしくて、それで……」

　もう、限界だった。

「いいから、鍵を出せ！」

　美冬は、「ひっ！」と短い悲ひ鳴めいをあげて、ジャケットから取り出した鍵を、震える手で差し出してきた。

　俺はそれを奪うように取り、物置に駆かけ戻った。

　鍵を開け、扉を開ける。

　小春が、いた。

　小春は、ビニール製の紐ひもで手と足を縛しばられ、口をガムテープで塞ふさがれた格好で、床に横たわっていた。

　俺は、頭の中が真っ白になっていくのを感じていた。

　何も考えられなくなっていく。

「小春ちゃんっ！」

　そんな俺の、消えかかっていた意識を繫つなぎ止めてくれたのは、ちえりの声だった。

　ちえりは俺の脇わきを潜り抜けて小春に駆け寄り、抱え起こした。

「少し痛いかもしれないけど、我慢してね！」

　小春の口を塞いでいたガムテープが、ちえりの手で一息に剝はがされた。

　自由の一部を取り戻した小春は、大きく息を吸い、せき込んで──そして、泣き出した。

「信じて！」

　泣きじゃくる小春の声をかき消そうとするかのように、美冬が裏返った声をあげた。

「私は、ただ、小春にずっとここにいてほしかっただけなの！　酷ひどいことをするつもりなんてなかったの！　その証拠に、ほら、ちゃんとごはんだって買ってきたのよ！」

　美冬は、さっき落とした買い物袋を拾い上げて、俺に持ってきた。

　俺はその袋を受け取って、ひっくり返した。

　バサバサと地面に落ちたのは、あんぱん、クリームパン、チョコクロワッサン……甘いパンばかりだった。

　俺は天を仰あおいだ。

　やはり、この女は何も変わっていなかった。

「わかったろ、ちえり」

　俺は美み冬ふゆのほうを向いたまま、背後のちえりに声をかけた。

「こういう女なんだよ、俺と小こ春はるの母親は」

「春はるくん……」

「俺だって、少しは期待したかったさ」

　俺は美冬を見た。

　美冬は、祈るように胸の前で手を組み、震えていた。顔にはひきつった笑みが張り付いている。

「でも、できないんだよ。十年前に、俺は嫌いやってほどに理解しちまったんだ。この女は、もう一生変われないってことを。まともな親子にはなれないんだよ、俺たちは。どう転んだって、無理なんだ」

　俺は振り返って、ちえりを見た。

　ちえりは泣きじゃくる小春を抱きしめて、俺を見ている。

「この女は、俺と小春をほったらかしにして、何度も飢え死にさせかけた。十年前には、俺を連れ去ろうとした。挙あげ句くに、この様だ。なあ、望みがあると思うか？　この女と向き合って、俺が救われる望みが、万に一つでもあると思うか？」

　ちえりから返る言葉は、ない。

「ちえり、言ったよな。人は変われるって。たしかに、モブ子こは変わったよ。でも、この女は変わらないし、俺にこの女を変えることもできない。俺は、秋あき兎とじゃないんだ」

　そうだ。

　俺は、秋兎じゃない。

「モブ子が変わったのは、秋兎を好きになったからだ。秋兎が、モブ子を変えたんだよ」

　秋兎は、苦しみや悲しみ、過酷な運命を背負った女の子を、何人も救ってきた。

　女の子だけじゃない。俺だって救われた。十年前、秋兎が美冬を止めてくれなかったら……俺は今、生きていなかったかもしれない。

　誰だって救うんだ、あいつは。

　もし、秋兎が俺だったら、あいつはきっと、美冬のことだって救っただろう。

　美冬を更生させて、親子関係を修復しただろう。

　ちえりに抱きしめられて泣きじゃくっている小春だって、兄貴が俺なんかじゃなく秋兎だったら、美冬と親子に戻れて、笑っていただろう。

　でも、俺は秋兎じゃない。

　俺は、秋兎には、なれない。

「違うよ、春はるくん！　ゆんちゃんを変えたのは、秋あきくんじゃない。ゆんちゃんを変えたのは──」

「俺は、秋あき兎とみたいに、誰も彼も幸せになんてできないんだよ！」

　俺は声をあげて、振り返った。

　美み冬ふゆを見る。

　美冬は、さっき俺が地面にバラまいたパンを拾い集め、胸に抱いていた。

　安っぽい愛情を、大事そうに抱きしめていた。

　俺は美冬に歩み寄り、手を伸ばし、胸ぐらをつかんだ。

　美冬が抱いていた安っぽい愛情が、再びバラバラと地面に落ちた。

　俺は歯を食いしばり、拳こぶしを握りしめ、握りしめたその拳を、振りかざした。

　俺には、もう、これしか思いつかなかった。

　この女に、俺たちの親子関係がもう修復なんてできないことを解わからせるには。

　言葉じゃ、通じない。この女に、言葉は無力だ。

　言っても無駄なら、あとはもう、行動で示すしかない。

　つくづく、俺はガキだ。

　短たん慮りよで、無力だ。

　秋兎みたいに誰かを救うこともできなければ、自分自身だって救えない。

　なんて、無ぶ様ざま。

「うわああああああああああっ！」

　叫ばずにはいられなかった。

　それは、自分自身に対しての、失望と絶望の叫びだった。

「ああああああああああああっ！」

　叫びながら、俺は、美冬の顔面めがけ拳を振り下ろせ──なかった。

「やめておけ」

　いつの間にか俺の傍かたわらにいたマリちゃんの手が、俺の手首を、がっちりとつかんでいた。

「放してください」

「あのな、南みな代しろ」

　マリちゃんは、俺の拳を封じたまま、吐と息いきがかかる距離まで顔を近づけて、言った。

「人を殴るってのは意外とコツがいるんだよ。下手へたに殴ると、殴ったほうの手が傷ついちまう」

「だから、なんですか」

　俺は文字どおり、目と鼻の先にあるマリちゃんの目を、睨にらみつけた。

　マリちゃんは、ビクともしない。

「これ以上、その女のためにおまえが傷つく必要はない。そう言っているんだよ、茉ま莉り香か教きよう諭ゆは」

　その声は、マリちゃんの肩越しに聞こえた。

　鶴つる木ぎの声だった。

「なんで、委員長がここにいるんだ」

　俺はマリちゃんを睨にらんだまま、鶴木に問いを投げた。

「茉ま莉り香か教きよう諭ゆから連絡をもらった。事情も聞いている」

　答えながら俺の傍かたわらまで歩いてきた鶴木は、美み冬ふゆの胸倉をつかんでいた俺の手に、そっと手を重ねた。

　俺は諦あきらめて、美冬から手を離した。

　尻しり餅もちをついた美冬は、

「あああ……あああああっ！」

　恐慌の声を振りまきながら、走り去った。

「追わなくていいのか？　南みな代しろ」

　鶴木に問われて、俺は「いい」と答えた。

　美冬の行為は、相手が自分の娘とはいえ、犯罪だ。犯罪、だろう。

　逃がすべきじゃなかったのかもしれない。

　けれど、今、改めて美冬の顔を目前にしたら、俺はやっぱり拳こぶしを振りかざすだろう。

「ったく、世話かけさせやがって」

　毒づきながら、マリちゃんはつかんでいた俺の手首を解放した。

「妹君は、無事か？」

　鶴木は問いながら、俺の脇わきを通り過ぎた。

　俺は振り返って、小こ春はるを見た。

　小春は、ちえりの腕の中で、ぐったりと全身を弛し緩かんさせていた。

　その傍らに屈かがみ込んだ鶴木が、小春の首と手首に触れ、言った。

「眠っているだけだ。心配ない」

「そうか……」

　安あん堵どの息をつくと、足から力が抜けて、俺はよろめいた。

「おっと」

　マリちゃんが腕を出して受け止めてくれなかったら、そのまま倒れていただろう。

「こっちはダメそうだ」

「そのようですね」

　マリちゃんの言葉を受けて、鶴木が言った。

「妹君は、うちで預かろう。おまえは、椎しい名なと家に帰れ」

「なんでそうなるんだよ。小春は俺の妹だ。俺が連れて帰る」

「ご両親は不在なのだろう？　今の状態のおまえに、妹君を看みれるとは思えない。おまえは椎名と帰れ。せいぜい、癒いやしてもらえ」

「そうかよ。なら、好きにしてくれ」

　反論するのも面倒になった俺は、マリちゃんの肩を押しやって身体からだを離し、踵きびすを返した。

　力の入らない足で、歩き出す。

「待って、春はるくん！」

　俺は、待たなかった。




　ふらつきながら、ちえりに何度も支えられながら、なんとか家まで帰り着いた俺は、玄関先でちえりを追い返した。

「一人にしてくれ。今は、誰の顔も見たくない」

「春くん……」

　ちえりにもマリちゃんにも鶴つる木ぎにも、俺は感かん謝しやしていた。

　みんなが俺を心配して、助けようとしてくれていることは、わかっていた。

　それでも、今は受け入れられなかった。

　自分に向けられる感情は、それが善意でも厚意でも好意でも、今は重かった。

「駄目なんだね、私じゃ」

　ちえりのその言葉を、俺は背中で聞いた。

　ちえりがどんな顔でその言葉を口にしたのか、振り返ってたしかめる勇気も気力も、俺にはなかった。




　俺は、明かりも点つけず、ジャケットも着たまま、リビングのソファに横たわった。

　悪あく魔まを吞のみ込んだような、最悪の気分だった。

　口に指を突っ込んで吐き出したい衝しよう動どうにかられたが、そんなことをしたところで吐き出せるはずもない。

　俺にはただ、目を閉じることしかできなかった。

　眠りに落ちてしまえれば少しは楽なのかもしれないが、眠りの気配は一いつ向こうに訪れなかった。

　闇やみと冷気に支配されたリビングにいるのは、俺とぱんちゃんだけ。マッサージチェアの上で寝ているぱんちゃんの、「フゴー、フゴー」という鼻息だけが、唯一の音だった。

　明け方近くの冷え込みが一番厳きびしい時間になると、ジャケットを着てはいても寒さが染みてきた。

　いっそこのまま凍死するのも悪くないかとも思ったが、そう簡単には死ねなかった。ただ寒いだけだった。

　夜が明けても、空が曇くもっているのか、カーテンの隙すき間まから差し込んでくる朝あさ陽ひは、明るくはなかった。

　夜明けからほどなくして、鶴つる木ぎからメールがきた。

『妹君が目を覚ました。元気とはいえないが、落ち着いている。心配するな。おまえはどうだ？　椎しい名なにちゃんと甘えているか？』

　メールを読んだだけで、吐き気と目め眩まいがした。

　人と関わることが、それがメールでも、相手が友達でも、ただひたすらに苦しかった。

　鶴木が小こ春はるを預かってくれたのは、ありがたかった。

　今の俺じゃ、小春の顔をまともに見ることすら、きっとできない。

　ちえりだって、だから、追い返してしまった。

（ちえり……）

　ちえりのことを思うと、また吐き気がした。

「ちえり……」

　なんで今、俺の傍そばにちえりがいないんだろう。

　答えは、明白だ。

　俺が突き放したからだ。ちえりは寄り添おうとしてくれていたのに。

　なんで、俺はちえりを突き放してしまったんだ？

　ちえりが、俺の気持ちを理解してくれなかったからだ。

　俺が、ちえりの期待に応こたえられなかったからだ。

　でも、それだけじゃない。

　俺がちえりを突き放してしまった、一番の理由は──。




　気づくと、俺は教室にいた。

　２─Ｃのじゃない。旧校舎の──インコ部の、部室だ。

　俺は教卓の前に立っていて、右肩にルリが、左腕にはベニが止まっていた。

　夕暮れだった。

　蜂はち蜜みつ色の光に満たされた部室には、俺の外にもう一人、いた。

　モブ子こが、いた。

　窓辺で、夕ゆう陽ひに目を細めている。

「モブ子」

　俺の呼び声に、モブ子は応えた。

　俺を見て、笑った。

　あたたかく、やわらかく、笑った。

「モブ子っ！」

　俺はモブ子に駆かけ寄ろうとして、

　そこで、目が覚めた。

　夢だった。

　いつの間にか、眠っていたらしい。

　リビングは、相変わらず暗かった。

　壁かべ掛かけの時計で時間を確認する。

　六時を回っていた。午前じゃない。午後の六時だ。

　鶴つる木ぎのメールを見てから、丸半日時間が飛んでいた。

　俺はソファから起き上がろうとして、転げ落ちた。

「いってぇ……」

　涙が出た。

「モブ子こ……」

　モブ子に会いたかった。

　誰の顔も見たくないし誰の声も聞きたくないのに、ただ一人、モブ子にだけは会いたかった。

　モブ子の顔が見たかった。声が聞きたかった。

　そうだ。

　俺は、誰よりもモブ子に会いたい。

　だから、ちえりを突き放してしまったんだ。

　寄り添ってくれようとしたちえりよりも、モブ子に会いたいと思っていたから。

　だから、俺は、ちえりの顔をまともに見ることもできなかったんだ。

　俺は立ち上がり、家を出た。




　俺はモブ子を探して、街をさまよい歩いた。

　会えるはずがない。

　モブ子はもう、この街にはいないんだ。

　それは、わかっていた。

　わかっていても、それでも、俺はモブ子を探さずにはいられなかった。

　ふらふらと、よろよろと、俺は夜の街を歩き続けた。

　何度も人にぶつかり、転げて、ぶつかった相手に蹴けり飛ばされもした。

　ケータイも何度か鳴った。出なかった。うるさかったから、投げ捨てた。

「モブ子……」

　歩けども歩けども、俺はモブ子にたどり着けない。

　疲労のせいか涙のせいか、視界はもうずっとぼやけていて、現実が曖あい昧まいに感じる。

　あるいはもうここは地じ獄ごくなのかもしれなかった。

　永久に、決して会うことのできないモブ子を探し続ける責め苦を、負わされているのかもしれなかった。

　ちえりを裏切った罰として。




　目の前に学校があった。

　明みよう神じん学園の正門前に、いつしか俺は立っていた。

　来ようと思って来たわけじゃない。モブ子こを探して歩き続けた末に、たどり着いた場所が、そこだった。

「ああ……」

　俺はとっくに閉まっている正門を乗り越えて、敷しき地ちに入った。

　重ったるく冷たい夜気の中を進み、俺はその場所に至った。

　旧校舎の裏。

　俺がモブ子のエア告白を目もく撃げきした、俺とモブ子の始まりの場所だ。

　秋には取り壊こわされるはずだった旧校舎は、今も残っていた。業者の姿はちらほら見かけたし、立ち入り禁止のロープも張られているから、工事が遅れているだけで旧校舎の運命が変わったわけじゃないんだろう。

　一ひと際きわ闇やみの深いその場所に、

　一際闇の冷たいその場所に、

　彼女が、いた。

「春はる馬まくん！」

　モブ子だ。

　モブ子が、いた。

「春馬くんっ！」

　モブ子が、俺の名前を叫びながら駆かけ寄ってくる。

「モ……？」

「会えた。よかった……」

　モブ子は俺の胸に左手で触れ、右手の人差し指で、今にもあふれそうになっていた涙を拭ぬぐった。

　モブ子の姿が見える。それだけなら幻まぼろしだと思っただろう。

　だけれど、モブ子の声と、胸に当てられた手の感触には、たしかな存在感があった。

　今、たしかに、俺の目の前にモブ子がいる。

「ちえりちゃんから、電話があったの。春馬くんが大変だから、すぐに来てって」

「ちえりが……？」

「春馬くんのお家うちに行ったんだよ。でも、誰もいなくて。もしかしたら、ここなんじゃないかって。ここなら春馬くんに会えるんじゃないかって思って、待ってたの。そしたら、会えた」

　モブ子は笑って、両手で包むように俺の頰ほおに触れた。

「少し、瘦やせた？」

「おまえ……」

　モブ子こは手袋をしていなかった。俺の頰ほおを包むその手は、冷え切っていた。

「こんな、寒い場所で待つなよ」

「大丈夫。私、鈍にぶいから。寒いのは平気なの」

　そう言って、モブ子はまた笑った。

　俺は、モブ子の両手をつかんで、握りしめた。

　冷たいその手を、少しでも温めてやりたいと思った。が、俺の手も冷え切っていて、どうしようもなかった。

　目の前に、モブ子がいる。

　モブ子の笑顔が、そこにある。

「おまえ、元気にしてたのか？」

　話したいことは山ほどあるのに、ありすぎて、結局俺の口から出たのは、近況を問う、挨あい拶さつのような言葉だった。

「元気だったよ」

「母親とは、上手うまくいってるのか？」

「うん。ケンカもするけど、仲良しだよ」

「そうか……」

　俺がいなくても、モブ子はちゃんと幸せにやっていけている。

　それは、喜ばしいことであるはずなのに、俺は喜べなかった。

　俺は、モブ子になんて言ってほしかったんだろう。「春はる馬まくんがいないと、私、駄目だよ」とでも言ってほしかったんだろうか。

　言ってほしかったんだ、俺は。

「俺は、駄目だったよ」

　俺の声は震えていた。

「秋あき兎とがいなくなって、おまえもいなくなって、俺は……ちえりとふたりで、がんばっていこうって思ったんだ」

「うん」

「でも、駄目だった」

　声だけじゃない。手も、足も……全身が、震えていた。

「どうしようもなく、ガキだったんだ、俺は。母親のことも、ちえりのことも、俺は何一つ、上手くできなかった。

　自分の感情を振りかざしてばっかで、

　拒絶して、

　目を背そむけて、

　落としどころさえ見つけられない。

　どこにもたどり着けない。

　おまえは、あんなにがんばって。

　がんばる姿を、すげーいっぱい、見せてくれたのに。

　おまえのがんばる姿を、俺が一番、近くで見てたはずなのに。

　俺は、駄目だったんだ。

　おまえみたいに、がんばれなかったんだ」

　俺はモブ子この手を放して、モブ子を抱きしめた。

「逃げてくれ、俺と一緒に」

　力いっぱいに抱きしめていた。

　痛いだろうに、苦しいだろうに、モブ子は身じろぎさえせず、静かな声で問うてきた。

「何から、逃げるの？」

　答える。

「全部から」

　美み冬ふゆから。小こ春はるから。両親から。学校から。友達から。恋人から。社会から。

　何もかもから、俺は逃げ出したかった。

「いいよ」

　モブ子が微笑ほほえんだ気配が、伝わってきた。

「一緒に、逃げよう」




　モブ子に手を引かれて、俺は夜の街を走る。

　駅前の大通りを、薄うす暗ぐらい路地を、人ひと気けも人目も気にせず、走って、走って、走った。

　どこへ向かっているのかなんて、そんなのはどうでもよかった。

　モブ子がいる。

　俺にとって、大事なのはそれだけだった。

　それだけで、俺は救われていた。

　この先に待ち受けているのが、暗い海の底でも灼しやく熱ねつの業ごう火かでも、一いつ向こうにかまわなかった。

　いい加減、俺だって、理解していた。

　俺は、モブ子が好きなんだ。

　いつからなんて、わからない。

　いつの間にか、こいつは、モブ子は、森もり崎さき由ゆ布う子こは、俺の心にびっちりと根を張っていた。

　無理に引っ剝ぱがそうものなら、俺の心は、ズタズタのボロボロになってしまう。

　ズタズタのボロボロに、なってしまった。

　気づかなかった。

　俺が、モブ子こを好きだなんて。

　本当に？

　本当は、とっくに気づいていて、気づかないフリをしていたんじゃないのか？　俺は。

　好きな女の子の恋を応援していたなんて、どっちにしたって間抜けな話だが、俺が間抜けだなんて、そんなのは今更だった。

　ここに至るまで、きっと俺は、片かたっ端ぱしから選択肢を間違ってしまったんだろう。

　だから、この逃とう避ひ行こうの果てが、ハッピーエンドであるはずがない。

　モブ子の恋を叶かなえられず、ちえりの優しさを踏ふみにじり、自分の心に今の今までまともに向き合おうとしなかった俺を、一体、誰が許してくれるというのか。

「春はる馬まくん！」

　モブ子が俺の名前を呼んで振り向いた。

「がんばって！　あと少しで、ゴールだよ」

　ゴール？

　それは、暗い海の底か？　それとも灼しやく熱ねつの業ごう火かの中か？

　どっちだってかまいやしないけど、そこに飛び込むのは俺一人だからな？

　罰を受けるのは、俺だけでいい。

　モブ子の足が、止まった。

「ゴールっ」

　モブ子は肩で息をしながら、汗の珠たまがいくつも浮かんだ顔に笑みを咲かせた。

　モブ子の導みちびきでたどり着いたその場所は、海の底でもなければ炎の中でもなかった。

　大きな欅けやきの木の前だった。

　モブ子の背後に力強く聳そびえるその木を、俺はよく知っていた。

　樹齢三〇〇年を超える、この街の象徴的な存在であり、鶴つる木ぎが天あも羽うとの友情のために必死に守ろうとした──神しん樹じゆだ。

　秋あき兎との『魔ま法ほう』によって甦よみがえった葉は、今はもうほとんど残っていなかったが、それはあくまでも季節的なもので、初夏にはまた葉をつけるだろう。

「ゴール……？　ここが？」

　ずいぶん走ったつもりだったのに、俺たちは結局、街を出てさえいなかったのか。

「ここじゃ、駄目だ。もっと遠くへ……」

　ううん、とモブ子は首を横に振った。

「ここで、いいの」

　モブ子は神樹を見上げて、言った。

「この樹きは、この街の人たちを見守ってくれる神様だから。だから、ここがゴールなの」

　モブ子こは俺を見て、淡くやわらかく笑った。

「春はる馬まくんは、この街で幸せになるの。逃げたりなんてしなくて、いいんだよ」

「え……？」

「幸せになって。ちえりちゃんと。それが、私の望み」

　モブ子の目から、涙が零こぼれた。

「違う！　俺が一緒にいたいのは！　俺が好きなのは──」

　おまえなんだ、モブ子。

　その言葉を、俺は言うことができなかった。

　モブ子が、言わせてくれなかった。

　モブ子の唇が、俺の口を塞ふさいでいた。

　誰よりも大切な女の子から不意打ちで与えられたキスは、あたたかくも、甘くもなかった。冷たくて、しょっぱかった。

　十二月だってのにクリスマスじゃなくて、雪も降ってなくて。

　どこまでいっても絵にならない、物語の主人公には向かない俺たちだった。

　唇を重ねてきたのがモブ子からなら、離れたのもモブ子のほうだった。

　モブ子は笑っていた。笑いながら、その、決して大きいとはいえない目から、ぽろぽろ、ぽろぽろと、大粒の涙を零していた。

　その涙の意味を、俺は理解していた。

　同じなんだ。

　こいつは。

　俺と同じぐらいに、同じように、バカなんだ。

「ばいばい」

　笑いながら、泣きながら、モブ子は手を振り、俺に背中を向けた。

　そして、走り出した。

　逃げるように、俺から遠ざかっていく。

　その背中を、俺は、追いかけない。










　　　　　Epilogue




　冬が去って春が来て、俺は明みよう神じん学園の二年生から三年生になった。

　それで俺の何が変わったのかといえば、何も変わっちゃいない。

　どうしようもない、ガキのままだ。

　その、相変わらずどうしようもないガキの俺が、今どこで何をしているのかといえば、新幹線の中で、弁当を食っていた。

　昼飯である。

　新幹線に乗るのもずいぶん久しぶりだったから、張り込んでステーキ弁当にしたのだが、微妙に失敗だった。

　味は悪くないが、えらく上げ底で、健全な男子高校生の腹を満たすには、足りなかった。

　しかも、前の席に座っているおっさんが、リクライニングを遠えん慮りよも容赦もなく倒してくれているおかげで、おっさんのバーコード頭を眺めながら食うはめになったのも、小さな不幸だった。

　さて。

　俺が新幹線でどこに向かっているのか……の前に、語るべきことを語っておこうかと思う。

　まずは、小こ春はるについて。

　信じようとした母親に裏切られた小春が、どうなったかというと、引きこもりになった。

　正確には、なりかけた。

　かけた、ということは、引きこもりにはならずにすんだということだ。

　自室に閉じこもり、俺とも、連絡を受けて帰ってきた両親とも口を利きかなくなった小春を救ってくれたのは、ちえりだった。

　ちえりは毎日家にやってきては、ドア越しに小春に話しかけた。

　話の内容は、マンガとかアニメとかコスプレとか……趣味関係がほとんどだった。美み冬ふゆの話なんて、かけらも出てこない。

　ちえりは、まるでこう言っているようだった。世の中には、辛つらいことばかりじゃない。楽しいこともたくさんある。人生を大いに楽しもう。と──。

　初めのうちは無視していた小春だったが、数日後には部屋からは出てこないものの、ドア越しに話をするようになり、やがて、部屋から出てきて、俺や両親とも言葉を交かわすようになった。今じゃ普通に学校にも行っているし、動画サイトでの生放送も（これは別にどうでもいいが）やっている。

　ちえりには感かん謝しやしているし、感謝の気持ちを本人に言葉で伝えることも、もちろんした。

「小春ちゃんは、大切なお友達だから」

　感かん謝しやを伝えた俺に、ちえりは笑顔で言った。

「それに、私、何もせずに後悔するのは、もう嫌いやなの。叶かなえたい望みがあるなら、そのためにできることは、ちゃんとやるって決めたの。

　失敗しちゃうかもしれないし、失敗もしちゃったけど、それでも、失敗するより何もしないほうが後悔するって、わかったから」

　何もせずに後悔するぐらいなら、失敗したほうがいい。

　世の中にはきっと、何もしないほうがマシって場面だって、あるんだろう。

　大人になればなるほど、そういう場面に出くわすことが増えていくのかもしれない。

　でも、俺たちは、まだガキで。

　ガキはガキらしく。

　何もせずに後悔するより、失敗して傷つきたい。

「それを教えてくれたのは、秋あきくんと……春はるくんだよ？」

　小こ春はるを救ってくれたちえりは、今はもう、日本にはいない。

「私ね、アメリカに行くことにしたの」

　暦こよみの上では春を迎えてはいても、体感的にはまだまだ冬という頃、ちえりがそんなことを言い出した。

　一学期間だけの交換留学という形で、アメリカの学校に通うのだという。

「秋くんに、告白するの。ずっと、好きでしたって」

　驚おどろきは、意外なことに、なかった。

　こうなる予感があったのかもしれないし、こうなってほしいという願望が、俺の中にあったのかもしれない。

「いい迷惑だよね。秋くんにとっても、桜さくら子こ先せん輩ぱいにとっても。今更、私が告白して、それで秋くんが私を選んでくれることなんてないって、わかってるのに。ただの迷惑で非常識な横よこ恋れん慕ぼだって、わかってるのに。

　嫌な子だよね、私。

　最低だよね。

　でも、嫌な子になるって決めたの。

　だって、私、秋くんのことが、大好きだもん。

　ずっと、ずっと前から……春くんに出会うずっと前から、秋くんのこと、大好きだったんだもん。

　私のほとんどは、秋くんへの『好き』でできてるんだもん。

　私は、言えないよ。

　私を形作ってる、秋くんを好きって気持ちに、『諦あきらめろ』なんて。

　言えないよ。

　言えなかったよ。

　だから、私、行くね。

　秋あきくんのこと、困らせてくる。

　おもいっきり、嫌いやな子になってくる」

　そう言って、ちえりは晴れやかに笑った。

　俺は、きっと止めるべきだったんだろう。

　ちえりがやろうとしていることは、彼女自身が言うとおり、迷惑で非常識な横よこ恋れん慕ぼだ。

　秋あき兎とのことを思うなら。桜さくら子こ先せん輩ぱいのことを思うなら。誰より、ちえりのことを思うなら、止めるべきだった。それは、わかっていた。

　だけど、俺はちえりを止めなかった。

　俺がちえりに返した言葉は、「がんばれよ」だった。

　嬉うれしかったんだ、俺は。

　ちえりが、秋兎への想おもいを、笑顔で口にしたことが。

　ちえりが秋兎にだけ見せる、あの光り輝くような笑顔。

　俺が一番好きだったちえりの表情が、そこにあった。

　俺にとって、ちえりは光だ。

　秋兎を想って輝くちえりに。

　その眩まぶしいまでの明るさに、俺は惹ひかれたんだ。

　ちえりのした選択は、きっと誰も救いはしないだろう。

　秋兎も桜子先輩も、ちえり自身さえも、苦しめ傷つけるだけだろう。

　それでも、いいんだ。

　何もせずに後悔するより、失敗して傷つきたい。

　俺たちは、まだガキで。

　でも、ガキでいられる時間には限りがあって。

　だから、俺たちは、今のうちに失敗して失敗して、傷ついて傷ついて。

　痛みを知って、痛みを乗り越えて、大人になるんだ。

「ありがとう、春はるくん。短い間だったけれど、春くんの彼女でいられて、幸せだったよ」

　礼を言われるのは、心苦しかった。

　俺はちえりに、何もしてやれなかったから。

　クリスマスの前に、俺とちえりは、恋人関係に終止符を打っていた。より端たん的てきに言えば、別れていた。

「他に好きな子がいるんだ」と言った俺に、ちえりが返した言葉は、「知ってる」の一言だけだった。

　その時も、ちえりは笑っていた。悲しみを押し殺したような笑みじゃない。すべてを包み込み温めるような、優しい笑みだった。

「俺もだ。ちえりを好きになって、よかった」

　ちえりは、こうも言った。

「春はるくん、前に言ったよね？　ゆんちゃんを変えたのは、秋あきくんだって。秋くんを好きになったから、ゆんちゃんは変わったんだって。

　春くんが本当にそう思ってるんだとしたら、間違ってるよ。

　ゆんちゃんを変えたのは、秋くんじゃない。春くんだよ。春くんがゆんちゃんを変えたの。春くんがいたから、ゆんちゃんは変われたんだよ。……だから、がんばって」

　ちえりのその言葉に、俺は、救われた。

　ちえりには、本当に、いくら感かん謝しやしてもし足りない。

　俺は、やっぱり、モブ子こはあいつ自身の努力で変わったんだと思っている。それでも、俺が、少しでも変わろうとするあいつの背中を押せていたのだとしたら、あるいは、あいつが変わるための一歩を踏ふみ出す、そのきっかけになれたのだとしたら、それは、俺があいつにちゃんと何かをしてやれていたということだ。

　俺の存在が、俺との関わりが、あいつにとって無意味なものじゃなかったとするのなら、俺にはモブ子を想おもう権利がある。

　それを、他ならぬちえりが認めてくれたことは、嬉うれしかった。

「がんばるよ」

　俺たちは、握手で別れた。

　そして、ちえりは──。

　俺が十年間、片想いし続けた……そして、俺の、初めての恋人になってくれた女の子は、行ってしまった。

　ちえりの旅立ちを、俺は空港で見送った。その時、俺の隣となりには、鶴つる木ぎがいた。

「よかったのか？」

　と、俺は鶴木に問うた。

　ちえりに留学を勧すすめたのは、鶴木だった。

「ちえりに譲ゆずっちまって」

　そう──。

　そもそも、最初にアメリカへの留学を決めたのは、鶴木だったのだ。

「かまわんさ。どのみち大学は、向こうに行くつもりだからな」

　アメリカの大学で政治学を勉強するために、そのロケハンとして、鶴木は、明みよう学がくの交換留学制度を利用するつもりでいたのだ。

　定員一名のところ、立候補者は当初は鶴木一人だったが、ギリギリになってちえりが名乗りをあげた。

　鶴つる木ぎとちえり。明みよう学がくの代表としてどちらが相応ふさわしいかといえば、クラス委員、生徒会副会長としての実績を持ち、成績も優秀な鶴木のほうだろう。

　だが、鶴木が立候補を取り消したことで、ちえりが留学の切符を手に入れたのだった。

「私は嬉うれしいんだよ。椎しい名ながその気になってくれたことがな」

　鶴木は、その美び貌ぼうに涼やかな笑みを浮かべて言った。

「私が渡わた会らいの愛を勝ち取るための最大のライバルは椎名だと思っていたんだ、私は。桜さくら子こ先せん輩ぱいには申し訳ないが、その思いは、今でも変わらない。だから嬉しいんだよ。椎名と……それに、桜子先輩とも、私はもう一度戦って、今度こそ勝ってみせる」

　どうやら意外なことに、鶴木も、俺やちえりと同じ、『ガキ』の側の人間だったらしい。

「委員長はもう、秋あき兎とのことは諦あきらめたのかと思ってたよ」

　俺のその言葉に、鶴木はニッと白い歯を見せ、涼やかな笑みを……女子に用いる表現としては不適切なのかもしれないが、いたずら坊主のような笑みに変えて、こう返した。

「言ったろう？　私は欲張りなんだ」

　クィーン・オブ・委員長、鶴木美み汐しおが見せたその表情を、ちえりの笑顔にも負けず劣おとらず輝いて見えたその表情を、俺は一生忘れないだろう。

　一方、鶴木の相棒──みぃたん＆しぃたんのしぃたんこと天あも羽う詩しい歌かは、明学卒業後は、東大医学部への進学を名言していた。

「私は、医者になる」

　と、天羽は言った。

「なんで医者になりたいんだ？」

　と問うた俺に、天羽が返した答えは、

「そんなの、人を助けたいからに決まってるでしょ」

　だった。

　なんのてらいもなく「人を助けたい」と言ってのけた天羽を、ミス明学にも選ばれた学園一の美少女である天羽詩歌を、俺は可か愛わいいではなくカッコイイと思った。

　六年前の神しん樹じゆ祭りでの事故で地じ獄ごくを見た天羽は、医療の尊とうとさを、なにより、人の命の重さをよく知っている。

　天羽なら、きっと、いい医者になる。

「でも、いいのか？　卒業したら、東京とアメリカで、鶴木とは離れ離れになっちまうぞ？」

　天羽は鼻で笑って、こう言った。

「いいに決まってるでしょ？　私とみぃたんの愛に、距離なんて関係ないんだから」

　愛なのかよ！　友情じゃないのかよ！　というツッコミはさておき、天羽の言うとおり、ふたりの関係は、物理的な距離がいくら離れたところで、壊こわれるどころか揺らぎさえしないだろう。

　壊こわれる、といえば、決定的に壊れたものもある。

　俺と小こ春はると──美み冬ふゆの、親子関係だ。

　俺の中ではとっくの昔に壊れていたものではあるが、小春も同じ思いに至ったことで、美冬は我が子二人から、完全に見限られたことになる。

「あたしは、もう、あの人をお母さんとは呼ばない」

　色々とこじれているヤツではあるが、それでも俺は、小春が優しいヤツだってことを、知っていた。

「だって、あたしがあの人のことをお母さんって呼んだら、春はる馬まが苦しむから」

　本当に、小春は家族思いの優しいヤツだった。

　俺と同じように美冬を見限ったってのは、だから、正解じゃない。

　あんな目に遭あわされてもまだ、小春の中には美冬への愛情があって、それを、小春は、一生胸の内に封じ込めることを、選択してくれたんだ。俺のために。

　そんな小春に報むくいるために、俺は、あれから一度、美冬に会っていた。

　会って、そして、伝えた。

　もう二度と俺たちの前に現れるな、と。

　それは、俺一人の思いではなく、俺と小春の──兄妹きようだいの総意として、伝えた。

　告訴することも考えた。

　美冬がやったことは、未成年者略取──犯罪だ。

　民事じゃなく刑事告訴で、法の裁さばきという形で、自分がいかに愚おろかな真似まねをしたのかを美冬にわからせてやりたかったが、裁判となると、民事にしろ刑事にしろ、実際の被害者である小春を前面に立てないといけなくなる。それはしたくなかった。

　だから、俺は、美冬を脅おどすことにした。

「二度と俺と小春の前に現れるな。俺と小春の人生に、金こん輪りん際ざい、関わろうとするな。これは、俺からの最後の警けい告こくだ。いいな？　もし、また俺たちの前に現れたら、その時は、本当に俺は何をするかわからないぞ」

　あの夜、俺に拳こぶしを振り上げられて、美冬は怯おびえていた。

　俺に対し、強い恐怖を覚えていた。

　言葉で脅すだけでも、十分だったかもしれない。

　だけど、俺は、念には念を入れることにした。

　美冬の心を完全に折る……いや、砕くために、マリちゃんに協力してもらった。

　具体的には、マリちゃんにそっち系の怖いお兄さんを呼び集めてもらい、その人たちにバックに控えてもらった状態で、俺は美冬に会ったのだ。

　マリちゃんが人数を集めすぎたおかげで──俺としては二、三人のつもりだったのだが、なんと五〇人以上集まってしまった──俺がどこぞの組の若わか頭がしらみたいなことになってしまったりもしたが、効果は覿てき面めんだった。

　真っ当とはいえない生き方をしてきた美み冬ふゆは、暴力の怖さをよく知っていた。

　美冬は腰を抜かし、ガタガタと震えていた。息子の俺を、悪あく魔まを見るような目で見ていた。

　美冬の中で、俺が希望から絶望に変わったのが、わかった。

　美冬は、俺の前にも小こ春はるの前にも二度と現れないことを誓ちかい、街を去った。

　我ながらロクでもない方法だったとは思うし、美冬を哀れに思う気持ちも、ないわけじゃなかった。

　俺と小春を、地獄から最初に救い出してくれた伯母おばから、聞いたことがある。

　俺と小春の、名前の由来を。

「美冬はね、自分の名前がずっと嫌きらいだったの。『冬』なんて寒々しい字が入っているせいで、自分の人生は上手うまくいかないんだって。だから、あなたたちの名前には、『春』を使ったんだって」

　名前のせいで人生が上手くいかないなんて、美冬が本気でそう思っていたのかどうかは、わからない。

　ただ、『春はる馬ま』と『小春』という俺たちの名前に、美冬なりの願いが込められていることは間違いない。

　我が子に自分よりも幸せになってほしいという、母親らしい願いが。

　美冬の中にも、俺や小春への、偽いつわりじゃない愛情がたしかにあった。

　親子関係を修復する道筋だって、ありはしたんだろう。

　でも、俺たちは、そこにはたどり着けなかった。

　美冬にとっても小春にとっても、望んだ結末じゃなかっただろう。

　小春は心に傷を負いはしたが、ちえりのおかげで、今は元気だ。

　俺はもう、それでいい。

　実の母親を暴力をちらつかせて追い払って、そんな真似まねをした自分に落ち込みもしたが、マリちゃんには褒ほめられた。

「よくやった。それでこそ、アタシの生徒だ」

　全然嬉うれしくなかったが、それでも、少しは救われた。

「また、借りを作っちゃいましたね」

「返してもらうさ」

　マリちゃんは俺の肩に手を置き、ヤニ臭い美び貌ぼうを俺の耳みみ許もとに近づけて、言った。

　何を言ったのかといえば、俺に、ある物を送ってこいと要求したのだった。そして、こうも言った。それを送ってきたら、貸しをチャラにしてやると。

　俺は、「がんばります」と答えた。

　マリちゃんが要求した物は、今はまだ、この世のどこにも存在していないものだった。

　だから難なん題だいではあるが、俺としては望むところだった。




　さあ。語るべきことは語ったし、そろそろ俺がどこに向かっているのか明かすとしようか。──東京だ。




　川沿いの公園で、俺は人を待っていた。

　日は、まだ高い。

　向こう岸に見える桜並木は、土曜日で天気も良好とあって、花見客で賑にぎわっていた。

　花の咲き具合は、もう満開を通り過ぎてはいたが、花見をするにはまだまだ十分足りていた。

　俺のいる公園にも木はあったが、それは桜じゃなく、欅けやきだった。

　欅が一本、あとは俺が座っているベンチと、砂場があるだけの、小さくて簡素な公園だった。

　俺以外に、誰もいない。対岸の賑わいからは、すっぱりと切り離されていた。

　欅を見る。

　同じ欅でも、神しん樹じゆと比べると幹も細く枝も短く、貧相な印象を受ける。まだ若い樹きなんだろう。

　待ち人は、ほどなくやってきた。

「どうしてっ!?」

　それが、待ち人の──モブ子この、第一声だった。

「どうして、ちえりちゃんと別れちゃったのっ!?」

　モブ子は肩で息をしていた。

　俺はベンチから立ち上がり、モブ子に歩み寄る。

　今更言うまでもないだろうが、俺が東京に来たのは、モブ子に会うためだった。

　アポなんて取っちゃいない。俺がモブ子に、呼び出しのメールを送ったのは、ほんの一〇分前だ。

　アポを取らなかったのは、いついつにそっちに行くから会ってほしい、なんて言ったところで、会ってくれないだろうと思ったからだ。

『今、おまえの家の近くの、川沿いの公園にいる。欅一本が植わってる公園だ。話したいことがあるから、すぐに来てくれ』

　というのが、俺がさっきモブ子に送ったメールの文面だ。

　ストーカーっぽいとか言うな。

　仕方がなかったんだよ。

　いきなり俺が来たことにも驚おどろいただろうが、モブ子は、俺が追伸として添えた一文のほうに、より驚いたようだった。

『Ｐ．Ｓ．ちえりとは別れました』

　そりゃ、まあ、驚おどろくよな。

「噓うそだよね!?　ちえりちゃんと別れたなんて、そんなの、冗談だよね!?」

　この世の終わりのような顔をしているモブ子こに、俺は後頭部を搔かきつつ言葉を返す。

「噓でも冗談でもない。ちえりとは、別れた」

「なんで!?　どうして!?」

　モブ子の悲ひ鳴めいじみた声が、俺を叩たたく。

「わかってるだろ」

　俺の返答に、モブ子が身体からだを硬くしたのがわかった。

「俺は、わかった。あの日、あの夜、おまえが会いに来てくれたおかげで、わかったんだ。おまえだって、わかってるはずだ」

「あ……」

　モブ子は身を強こわ張ばらせたまま、一歩二歩、後ずさった。

「俺が、ちえりと別れたのは、他に好きな……もっと、大切な女の子がいるからだ」

「だめ……」

「モブ子」

「それ以上、言わないでっ！」

　モブ子は、距離を詰めようと踏ふみ出した俺を制するように両手をかざし、泣いていた。

「だって、私、春はる馬まくんとちえりちゃんに、幸せになってほしくて……。だから……」

「だから、おまえは、何も言わずに俺たちの前からいなくなったんだよな」

　俺は、俺に向けてかざされたモブ子の手をつかんで、引き寄せた。

「バカだよ、おまえは」

　俺はモブ子を抱きしめて、言う。

「本当に、おまえ、元気だったのか？　俺の前からいなくなって……俺と離れ離れになって、それで、ちゃんと毎日、笑って過ごせたのか？　寂しくなかったのか？

　俺は、駄目だった。おまえがいなくなってから、自分がどこに立っているのかもわからなくなって、宙に浮いてるみたいだった。今にも真まっ暗くら闇やみの中に落っこちていきそうで、ずっと不安だった。

　笑えなかったよ。おまえがいなくなってから、俺は、ただの一度だって、心の底からは笑えなかった」

「わ……たし、だって……」

　俺の腕の中で、モブ子は震えた声を出した。

「私だって、同じだよ。元気なんかじゃ……本当は、全然、元気じゃなかったよ！」

　震えた声で、モブ子は叫んだ。

「ずっと、後悔してた。毎日、泣いてた。春馬くんと離れるのが、こんなに辛つらいなんて、思わなかった！」

　モブ子この両手が、縋すがるように俺のシャツを握りしめた。

「でも、我慢しなきゃって思ったの。春はる馬まくんとちえりちゃんに、幸せになってほしかったから」

「俺の幸せは、おまえと一緒にいることだ」

「ダメだよ！」

　俺のシャツを握ったまま、モブ子は激はげしく頭を振った。

「私じゃ、ダメなの。だって、春馬くんは、ちえりちゃんのこと──」

「ああ。たしかに俺は、ちえりのことが好きだった。……過去形じゃないな。今だって、好きだ。でも、それでも、俺が一緒にいたいのは……誰よりも大切にしたいのは、おまえなんだ」

　モブ子は頭を振り続ける。

「遅くなっちまったけど」

　本当は、もっと早く会いに来たかった。

　だけど、小こ春はるのこともあったし、ちえりと別れてからしばらくは何もできなかった。

　落ち込んださ。そりゃもう、どっぷりと。

　嫌きらいになって別れたわけじゃない。モブ子に言ったとおり、ちえりのことは、今だって好きだ。そのちえりを、俺の愚おろかさで傷つけてしまったことが、本当に心苦しかった。

　状況に整理をつければ、心にも整理がつくだろうと思ったが、甘かった。

　それでも、俺は今、ここにいる。

　悲しみも、苦しみも、痛みも、後悔も、自分自分の愚かさも、全部抱えて、ここまでやってくることができた。

　冬を乗り越えて。

　俺の名前に含まれた、桜の舞まい散る、この季節に。

「やっと、この言葉を言える」

　俺は両手でモブ子の頰ほおを包み、その顔を上に向けさせた。

　そばかすの上にある、涙に濡ぬれた瞳ひとみを見つめて、俺は言った。

「愛してる」

　モブ子の目から、また涙があふれた。

「だ、だめ、だよ……」

「何が駄目なんだ？」

「だ、だって私、ちえりちゃんみたいに可か愛わいくないよ……」

「知ってる」

「胸だって、ちえりちゃんみたいに、大きくないし……」

「知ってる」

　モブ子この裸を見たことがあるわけじゃないが、ちえりより大きいってのは、さすがに、な。

「本当に？　本当に、私でいいの？」

　俺は、往おう生じよう際ぎわの悪いモブ子の口を、塞ふさいだ。

　手で、じゃない。

　唇で塞いだ。

　俺はモブ子を、キスで黙だまらせた。

　あの寒い冬の夜に、モブ子から不意打ちでもらったキスは、ただひたすらに、冷たくてしょっぱかった。

　だけど、今は──。

　このキスは、違った。

　モブ子の唇は、今回も涙に濡ぬれていたけれど、その味は、不思議と甘かった。

　俺という人間のすべてに許しを与えてくれるような、そんな優しい甘さだった。

　救われていく。

　俺の心が、魂たましいが、救われていく。

　唇から伝わってくるモブ子の想おもいが、俺に、愛を教えてくれる。

　そうだ、これが愛だ。

　人類が太古の昔から、歌として歌い、物語として綴つづってきた──。

　冷たくて熱く、脆もろくて堅く、醜みにくくも美しい──人が誰しも追い求める、至上の宝石。

　俺は今、そんな世界の真理にも等しいものに、触れていた。

　このまま時が止まってしまえばいいのに、という、今時アニメでも聞かないようなベタな台詞せりふが心に浮かび上がってきたが、俺は断腸の思いで唇を離した。

　時を止めてはいられない。『世界ザ・ワールド』のスタンドは、俺にはいらない。

　俺は前に進むために、幸せに向かって時を進めるために、ここに来たんだから。

「わた、し、も……」

　モブ子が言う。

「私も、春はる馬まくんを、愛して、います」

　思えば、ずいぶんと遠回りをした気がする。

　モブ子は秋あき兎とが好きで、俺はちえりが好きで。

　お互いの恋を応援しながら、いつしか俺たちは、どうしようもなく惹ひかれ合っていた。

　でも、俺たちは、自分の中に芽生えた想いに、気づかなかった。

　気づこうとしなかった。

　気づいてしまったら、自分が変わってしまうと思ったから。

　モブ子も、俺も、自分を変えたいと願いながら、変わることを怖おそれていた。

　それはきっと、ちえりも秋兎も同じで──。

　そして、俺たちは。

　間違えて、見失って、傷ついて、傷つけて、後悔して、省かえりみて。そうして、ようやく自分の本当の気持ちに気づくことができた。

　遠い道程だった。

　でも、全部必要なことだったと、俺は思う。

　無駄だったことなんて、一つもない。

　だから、俺は、感かん謝しやする。

　俺とモブ子こにまつわる、すべてに感謝する。

　秋あき兎とに、ちえりに、鶴つる木ぎに、マリちゃんに、天あも羽うに、小こ春はるに、伯母おばに、両親に、モブ子の両親に、美み冬ふゆにも──ありがとうの言葉を、贈りたい。

　だけれど、一番は──。

　俺が誰よりも何よりも感謝したいのは、やはり、目の前の少女だった。

「ありがとう」

　モブ子は、俺に色んなことを教えてくれた。

　人は変われるということを。

　人は誰しも、特別なたった一人だということを。

　そして、愛を。

　俺はモブ子の手を取って、走り出す。

　あの夜、モブ子が、この世の何もかもから逃げ出したいと願った俺の手を取って、走り出したように。

　今度は、逃げるためじゃない。

　幸福な未来に向けて、俺たちは走る。

　思い描く。モブ子との未来を。

　一年間の遠距離恋愛の末に、俺たちは同じ東京の大学に通うようになる。

　大学を卒業して、俺は、就職する。今はまだ、自分がどんな仕事に就つきたいのかもぼんやりとしているが、見つけてみせる。

　そして、俺たちは結婚して、子供も生まれる。

「なあ!?」

　俺は走りながら振り向いて、モブ子に問う。

「子供は何人ぐらいがいい!?」

「ええっ!?」

　モブ子は驚おどろきの声をあげつつも、

「わ、私、一人っ子で……春はる馬まくんと小春ちゃんみたいに、仲の良い兄妹きようだいが羨うらやましくて……だから、子供は、私みたいに一人っ子で寂しい思いをしないように、最低でも二人……ううん、多ければ多いほどいい！」

　ノリのいい答えを返してくれた。

「んじゃ、がんばらないとな！」

「うんっ。が、がんばる！」

　マリちゃんへの借りは、どうにか返せそうだった。

　マリちゃんが、俺に要求した、まだこの世のどこにも存在していない物──それは、俺とモブ子この、子供の写真だった。

（おまえと森もり崎さきの、ガキの写真を送ってこい。貸しは、それでチャラにしてやる）

　まったくもって、望むところだった。

　俺が思い描く、モブ子との未来。

　そのあらゆる場面で、モブ子は笑っていた。

　もちろん、現実は、笑ってばかりじゃいられないだろう。

　涙を流す時だって、あるだろう。

　それでも、何があっても、俺たちは必ず最後には笑い合える。

　だって、俺たちは、ハッピーエンドでもバッドエンドでもない、ノーマルエンドでもない──トゥルーエンドに、たどり着くことができたんだから。

　俺たちは、走る。春の麗うらららかな日ひ射ざしの下を、握り合った手にお互いの存在を強く感じながら。

　エンディングのその先に向かって、走り続ける。




　俺たちの物語は、終わらない。
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　　　　　あとがき




　どうも。

『モブ恋こい　-3rd-』いかがでしたでしょうか。

　既にお読みいただいた方はおわかりかと思いますが、最終巻です。

　語るべきことはすべて作中で語っているので、この場を借りて改めて語ることも、特にはありません。

　もちろん、全３巻という決して長いとはいえない物語の中で、語りきれなかった部分は多々あったりもするのですが、この『モブ恋』という物語の主題に関しては、過不足なく表現できたのではと思っています。

　最後までお付き合いいただき、ありがとうございました。また次回作でお目にかかりましょう。

　──と終わってしまってはさすがに味気ないので、裏話の一つでもしておきましょうか。

　裏なんて、何もありはしないんですが、この『モブ恋』、「電でん撃げき文庫じゃなく、メディアワークス文庫から出したほうがよかったんじゃない？」と色んな人に言われました。

『モブ恋』は、ジャンルでいえばラブコメというより青春小説に近いのではないかと思います。

　青春小説のターゲットになるのは、青春真っ盛りな十代よりも、二十代以降の大人ですから、たしかに、この物語は、もう少し設定と描写を変えて、一般向けとして出すという選択肢もあったのかもしれません。

　それでも、私が『モブ恋』をライトノベルとして出すことを選択したのは、こうした作品を、ライトノベルの読者さんに読んでほしかったからです。

　春はる馬まやモブ子この心の動きを、等身大として受け止めてもらいたかったのです。

　そんな作者の思いが、読者さんにどう伝わったのか、あるいは伝わっていないのか、答えは読者さんのみが知るということで。




　最後に、関係者各位に謝しや辞じを。

　この、ある意味で流行に思いっきり背を向けた作品を世に出すために助力をいただき、ありがとうございました。モブ子の普通っぽい可か愛わいさを見事に描いてくださったぎん太た先生には、格別の感謝を。




　さあ、次はどんな物語を書こうかな。


志し村むら一かず矢や
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志し村むら一かず矢や

『月と貴女に花束を』でデビュー後、あれを書いたりこれを書いたりしつつ現在に至る。シリーズ作品完結後は心にぽっかりと穴が空いたような気持ちになりますが、ちょっと前に親知らずを抜いたので歯茎にもぽっかりと穴が空いてます。
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イラスト／ぎん太た

ゲーム会社に所属し、美少女ゲームの原画担当後、現在フリーのイラストレーター。運動不足気味なので、暖かくなったらサイクリングとかしようかと、自転車選び中。でも暑くなったら乗らなくなりそう。モブ恋で久々に制服キャラを描けて楽しかったです♪キャラ達みんな幸せになってくれたらいいな。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「志村一矢先生」係

「ぎん太先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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